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は
じ
め
に

　

中
世
の
イ
タ
リ
ア
半
島
、
特
に
一
二
世
紀
以
後
の
半
島
北
中
部
の
信
仰
文

化
に
お
い
て
女
性
た
ち
が
果
た
し
た
役
割
の
重
要
性
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
初
期
中
世
の
イ
タ
リ
ア
半
島
で
も
、
女
性
た

ち
が
宗
教
的
に
顕
著
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、
そ
の

多
く
は
修
道
院
の
内
部
に
限
ら
れ
て
い
た
し
、
そ
の
活
動
が
史
料
上
に
目

立
っ
た
痕
跡
を
残
す
こ
と
は
（
男
性
の
場
合
に
比
較
す
る
と
）
少
な
か
っ

た（
１
）。

対
し
て
一
二
世
紀
後
半
に
、
い
わ
ゆ
る
「
新
し
い
信
仰 Religiones 

novae

」
が
広
ま
る
と
、
女
性
た
ち
の
能
動
的·

自
立
的
な
活
動
を
記
録
す

る
史
料
は
増
大
す
る（

２
）。

ま
た
、
修
道
女
だ
け
で
は
な
く
、
俗
人
・
第
三
会
士

と
し
て
慈
善
や
教
育
活
動
に
従
事
し
た
女
性
、
説
教
者
や
神
秘
思
想
家
、
周

囲
か
ら
「
聖
人
」
な
い
し
「
異
端
者
」
と
し
て
崇
敬
・
迫
害
を
受
け
た
女
性

な
ど
、
そ
の
記
録
さ
れ
る
類
型
も
豊
富
と
な
る（

３
）。

一
四
世
紀
か
ら
一
五
世
紀

へ
と
時
代
を
下
っ
て
い
く
と
、
女
性
た
ち
自
身
に
よ
る
史
料
も
ま
た
、
質
量

と
も
に
増
加
し
て
い
く
。
そ
れ
に
比
例
し
て
、
男
女
の
神
学
者
・
哲
学
者
・

説
教
者
・
預
言
者
に
よ
る
「
女
性
」
性
な
い
し
「
男
性
／
女
性
」
を
主
題
と

し
た
言
説
・
表
象
史
料
も
、
後
期
中
世
に
は
増
大
の
一
途
を
た
ど
る
。

　

盛
期
・
後
期
中
世
の
女
性
た
ち
の
活
動
や
「
女
性
」
を
め
ぐ
る
言
説
・

表
象
・
思
想
は
、
特
に
二
〇
世
紀
後
半
の
史
学
史
上
に
お
い
て
も
重
要
な
論

点
と
な
っ
た（

４
）。

近
現
代
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
中
世
宗
教
史
研
究
は
、
一
二
〜

一
四
世
紀
の
「
宗
教
運
動
／
異
端
運
動
」
に
同
時
代
的
価
値
を
仮
託
し
続
け

て
き
た（

５
）。

こ
の
「
女
性
の
出
現
」
は
、
一
九
世
紀
末
の
女
性
解
放
運
動
か
ら

第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
影
響
の
も
と
、
イ
タ
リ
ア
の
宗
教
史
研
究
に
お
い

て
注
目
さ
れ
た（

６
）。

こ
の
点
に
お
い
て
、
中
世
宗
教
史
研
究
に
お
け
る
「
女
性
」

は
、
同
時
代
の
知
的
文
化
を
映
し
出
す
鏡
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
歴
史
的
・
史
学
史
的
な
二
重
の
重
要
性
に
も
拘
ら
ず
、
イ

タ
リ
ア
中
世
の
宗
教
史
／
宗
教
史
研
究
に
お
け
る
「
女
性
」
の
問
題
は
、
本

邦
で
の
本
格
的
な
紹
介
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た（

７
）。

も
ち
ろ
ん
総
合
的
な
叙

述
に
あ
っ
て
は
、「
女
性
的
霊
性
」
一
般
や
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ダ
・
シ
エ
ー
ナ

な
ど
の
著
名
な
女
性
へ
の
散
発
的
な
言
及
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
大
半

は
研
究
史
を
十
分
に
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
い（

８
）。

ま
た
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
何
人
か
の
「
女
性
預
言
者
」
を
扱
っ
て
き
た
が
、
い
ず
れ
の
論
考

で
も
女
性
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
は
戦
略
的
に
距
離
を
取
っ
て
い
る（

９
）。

こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
本
稿
で
は
、
イ
タ
リ
ア
中
世
の
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に

お
け
る
歴
史
的
「
女
性
」
と
い
う
主
題
へ
の
最
新
か
つ
好
便
な
導
入
と
し
て
、

Viella

よ
り
二
〇
一
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
論
集Vita religiosa al fem

m
inile 

(secoli XIII-XIV)

を
紹
介
し
た
い（

（1
（

。

　

本
書
は
、
ピ
ス
ト
イ
ア
の
イ
タ
リ
ア
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し

た
第
二
六
回
年
次
研
究
集
会
「
一
三
〜
一
四
世
紀
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
信

仰
生
活
」（
二
〇
一
七
年
五
月
一
九
〜
二
一
日
）
の
報
告
を
も
と
に
し
た
論

集
で
あ
る
。
報
告
者
は
、
一
九
八
〇
〜
二
〇
〇
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
宗
教
史

研
究
を
牽
引
し
て
き
た
大
御
所
と
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
に
活
躍
を
始
め
た

  〈
書
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〉
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中
堅
の
混
成
で
、
多
く
が
年
来
の
研
究
テ
ー
マ
の
現
況
を
手
際
よ
く
要
約
し

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
個
別
論
考
の
大
半
は
概
説
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

よ
り
深
く
立
ち
入
っ
た
議
論
を
行
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
充
実
し
た
注
を
読

み
込
ん
で
各
自
の
モ
ノ
グ
ラ
フ
を
手
に
取
る
必
要
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
反

面
と
し
て
初
学
者
に
親
切
な
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
領
域
へ
の
導
入
と

し
て
こ
の
上
な
い
「
最
初
の
一
冊
」
と
い
え
よ
う（

（1
（

。

研
究
史
概
略

　

ま
ず
、
本
格
的
な
内
容
の
紹
介
へ
入
る
前
に
、
マ
ウ
ロ
・
ロ
ン
ツ
ァ
ー
ニ

の
「
序
論
」
を
導
き
の
糸
と
し
な
が
ら
、
本
書
へ
至
る
ま
で
の
研
究
史
の
動

向
を
簡
略
に
跡
づ
け
て
お
き
た
い（

（1
（

。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
信
仰
を

記
録
す
る
史
料
は
、
一
三
世
紀
以
降
一
挙
に
増
大
す
る
。
中
世
の
文
書
史
料

を
発
掘
・
校
訂
・
編
纂
し
た
近
世
の
考
証
学
者
た
ち
も
、
こ
の
事
実
に
は
気

づ
い
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
世
紀
後
半
ま
で
の
歴
史
学
的
営
み
に
お
い
て

積
極
的
な
関
心
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ダ
・
シ
エ
ー
ナ
を

は
じ
め
、「
聖
人
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
一
部
の
女
性
た
ち
に
留
ま
っ
た（

（1
（

。

ま
た
、「
聖
女
」
た
ち
の
多
く
が
経
験
し
た
幻
視
・
脱
魂
・
法
悦
な
ど
の
神

秘
体
験
は
、
啓
蒙
期
以
降
の
知
的
枠
組
で
は
何
ら
か
の
心
理
的
異
常
・
精
神

病
・
女
性
特
有
の
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
み
な
さ
れ
、
軽
蔑
的
な
扱
い
を
受
け
た
。

例
え
ば
、
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
に
は
、
教
会
改
革
者
や
反
教
権
主

義
者
た
ち
が
中
世
の
「
異
端
者
」
を
再
発
見
し
、
政
教
分
離
や
自
由
思
想

な
ど
の
近
代
的
価
値
を
追
求
し
た
先
駆
者
と
し
て
高
く
評
価
す
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
し
、
一
三
世
紀
末
に
「
異
端
者
」
と
さ
れ
た
グ
リ
エ
ル
マ
や
マ
イ

フ
レ
ー
ダ
・
ダ
・
ピ
ロ
ー
ヴ
ァ
ノ
の
信
仰
は
、
精
神
的
錯
乱
の
産
物
と
し
て

嘲
弄
か
憐
憫
の
対
象
と
な
っ
た（

（1
（

。
こ
う
し
た
思
潮
に
対
抗
し
て
、
ロ
ー
マ
・

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
、
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ダ
・
シ
エ
ー
ナ
や
キ
ア
ラ
・
ダ
・
モ

ン
テ
フ
ァ
ル
コ
な
ど
の
女
性
「
神
秘
家
」
聖
人
へ
の
崇
敬
を
推
進
し
、
そ

の
関
連
史
料
を
公
刊
し
て
い
く（

（1
（

。
し
か
し
、
い
ず
れ
の
立
場
に
あ
っ
て
も
、

二
十
世
紀
中
盤
ま
で
の
中
世
教
会
史
・
宗
教
史
に
お
け
る
「
女
性
」
へ
の
関

心
は
、「
聖
人
・
異
端
者
」
の
よ
う
な
突
出
し
た
存
在
に
集
中
し
て
い
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
よ
り
「
普
通
の
」
女
性
た
ち
へ
の
関
心
が
高
ま
る
の

は
、
二
十
世
紀
後
半
の
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
研
究

の
創
始
者
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ペ
の
主
著

は
、
一
一
世
紀
末
か
ら
一
四
世
紀
初
頭
に
女
性
た
ち
が
主
体
的
・
能
動
的
な

信
心
を
展
開
し
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代

に
な
っ
て
イ
タ
リ
ア
半
島
北
中
部
の
贖
罪
運
動
に
対
す
る
研
究
が
進
展
す
る

と
、
ア
ッ
テ
ィ
ー
リ
オ
・
バ
ル
ト
リ
・
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ら
に
よ
っ
て
、
女
性
た

ち
の
独
自
の
活
動
に
も
光
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（1
（

。
し
か
し
、
ヴ
ォ

ル
ペ
に
し
ろ
、
第
二
次
大
戦
後
の
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
研
究
を
主
導
し
た
ラ
ッ

フ
ァ
エ
ッ
ロ
・
モ
ル
ゲ
ン
に
し
ろ
、「
宗
教
運
動
」
の
主
体
は
「
俗
人
」・「
民

衆
」・「
新
し
い
民
」
と
い
っ
た
教
会
論
的
・
社
会
的
集
団
と
し
て
把
握
さ
れ

て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
把
握
は
二
次
的
で
あ
っ
た
。

　

中
世
の
宗
教
史
に
お
け
る
女
性
研
究
を
一
個
の
自
立
し
た
主
題
と
し
て
定

位
し
た
の
は
、
や
は
り
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
グ
ル
ン
ト
マ
ン
の
主
著
『
中
世
の
宗

教
運
動
』
で
あ
る（

（1
（

。
実
の
と
こ
ろ
、
グ
ル
ン
ト
マ
ン
の
異
端
・
宗
教
運
動
研

究
が
持
つ
画
期
性
や
独
創
性
は
、
ド
イ
ツ
史
学
の
影
響
が
強
い
日
本
や
ア
メ

リ
カ
で
は
過
大
評
価
（
な
い
し
、
歪
ん
だ
評
価
）
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る（

（1
（

。
彼
が
研
究
史
上
に
占
め
る
位
置
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世

紀
初
頭
の
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
史
・
宗
教
学
や
神
学
研
究
、
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各
修
道
会
が
持
つ
考
証
学
的
伝
統
、
一
九
五
〇
年
代
に
行
わ
れ
た
「
異
端
」

起
源
論
争
を
踏
ま
え
、
再
考
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
む
し
ろ
、
グ
ル
ン
ト

マ
ン
の
主
著
の
最
大
の
貢
献
は
、
そ
れ
以
前
の
宗
教
運
動
研
究
が
一
要
素
と

し
て
し
か
論
じ
て
こ
な
か
っ
た
女
性
た
ち
の
活
動
に
固
有
の
意
義
と
リ
ズ
ム

を
認
め
、
そ
の
制
度
化
と
司
牧
を
め
ぐ
る
弁
証
法
的
対
立
を
分
析
枠
と
し
て

明
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
少
な
く
と
も
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
一
九
七
〇

年
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
こ
の
枠
組
は
中
世
宗
教
史
研
究
に
お
け
る
女

性
の
主
要
な
論
点
を
提
供
し
続
け
て
い
る
。

　

そ
れ
以
前
か
ら
の
メ
ー
ル
セ
マ
ン
や
バ
ル
ト
リ
＝
ラ
ン
ジ
ェ
リ
の
業
績
や

ア
ン
ド
レ
・
ヴ
ォ
シ
ェ
ら
の
聖
人
研
究
、
そ
し
て
グ
ル
ン
ト
マ
ン
の
主
著
の

イ
タ
リ
ア
語
訳
（
一
九
七
四
年
）
の
影
響
を
受
け
て
、
一
九
七
〇
年
代
末
以

降
に
は
北
中
部
イ
タ
リ
ア
の
各
地
で
「
女
性
」
た
ち
の
信
仰
生
活
に
関
す
る

事
例
研
究
が
進
展
し
た（

（2
（

。
当
初
、そ
う
し
た
研
究
の
多
く
は
地
域
的
な「
聖
人
」

の
伝
記
史
料
を
手
が
か
り
と
す
る
も
の
に
留
ま
っ
た
が
、
マ
ー
リ
オ
・
セ
ン

シ
や
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
・
カ
ー
サ
グ
ラ
ン
デ
が
率
い
た
半
島
中
部
の
研
究
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
史
料
の
博
捜
に
よ
っ
て
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
頃
か
ら
、
そ
の
視

野
と
解
像
度
は
一
挙
に
拡
大
・
向
上
し
た（

（2
（

。
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
の
女
性
研
究

者
が
増
大
す
る
の
も
一
九
七
〇
年
代
後
半
頃
で
、
第
二
派
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
や

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
圏
に
お
け
る
女
性
聖
職
者
問
題
の
直
接
的
・
間
接
的
影
響

を
伺
わ
せ
る（

（2
（

。
こ
の
時
期
に
登
場
し
た
研
究
者
は
現
在
で
も
活
動
し
て
お
り
、

本
書
に
も
寄
稿
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
以
下
で
見

る
よ
う
に
「
宗
教
運
動
」
や
女
性
史
の
枠
組
に
こ
だ
わ
ら
な
い
研
究
も
現
れ
、

中
世
に
お
け
る
女
性
の
信
仰
生
活
の
視
角
は
多
様
化
し
て
い
っ
た
。
イ
タ
リ

ア
中
世
宗
教
史
に
お
け
る
女
性
と
い
う
問
題
は
、
本
書
で
ア
ン
ナ
・
ベ
ン
ヴ
ェ

ヌ
ー
テ
ィ
が
感
慨
深
げ
に
述
べ
る
よ
う
に
、
定
着
し
た
感
が
あ
る（

（2
（

。

内
容
紹
介

　

で
は
、
内
容
を
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。

　

第
一
章
「『
戒
律
に
従
っ
て
生
活
す
る
』：
一
三
世
紀
に
お
け
る
女
性
修

道
制
の
新
形
態
」（
マ
リ
ア
・
ピ
ー
ア
・
ア
ル
ベ
ル
ツ
ォ
ー
ニ
）
は
、
一
三

世
紀
初
頭
に
出
現
し
た
「
新
し
い
信
仰
」
に
従
事
す
る
女
性
た
ち
の
生
活
形

態
を
、
戒
律
と
制
度
化
の
進
行
と
い
う
観
点
か
ら
論
じ
る（

（2
（

。
一
三
世
紀
初
頭

ま
で
の
西
欧
で
は
、
女
性
た
ち
が
信
仰
生
活
に
専
心
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ

の
選
択
肢
は
修
道
女
し
か
な
か
っ
た（

（2
（

。
し
か
し
、
同
時
期
に
は
「
新
し
い
信

仰
」
へ
の
従
事
を
望
む
女
性
た
ち
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
出
現
し
、
そ
の
取

り
込
み
が
教
会
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
女
性
た

ち
の
共
同
体
は
、
い
ず
れ
か
の
修
道
会
の
指
導
を
受
け
て
い
る
場
合
で
あ

れ
、
慈
善
や
社
会
奉
仕
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
場
合
で
あ
れ
、
何
ら
か
の
修

道
戒
律
を
厳
格
に
遵
守
す
る
こ
と
よ
り
も
、
修
道
制
的
な
生
活
様
式
に
緩
や

か
に
従
う
こ
と
で
、「
戒
律
的
に
生
活
」
し
て
い
た（

（2
（

。
こ
の
時
期
に
は
、
カ

リ
ス
マ
的
な
指
導
者
の
教
え
や
福
音
書
こ
そ
が
真
の
「
戒
律
」
で
あ
る
と
い

う
発
想
も
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
。
一
三
世
紀
初
頭
の
教
皇
た
ち
は
、
一
方

で
は
各
共
同
体
へ
の
戒
律
賦
与
や
「
禁
域
化
」
を
推
進
し
つ
つ
、
現
実
の
多

様
性
を
踏
ま
え
て
柔
軟
な
施
策
を
と
っ
た（

（2
（

。
し
か
し
、
一
三
世
紀
半
ば
以

降
に
は
神
学
者
・
法
学
者
の
い
ず
れ
も
が
信
仰
生
活
の
厳
格
な
「
戒
律
化

Regolarizzazione

」
お
よ
び
「
均
質
化Norm

alizzazione

」
を
推
進
し
て

い
く
。
そ
の
政
策
の
実
行
者
か
つ
準
拠
枠
と
な
っ
た
の
は
、
新
た
に
誕
生
し

た
托
鉢
修
道
会
で
あ
っ
た
。「
教
会
法
が
勝
利
し
た
！（

（2
（

」 

　

第
二
章
「
聖
人
伝
的
史
料
に
見
る
生
涯
の
歩
み
」（
ア
ン
ナ
・
ベ
ヴ
ェ

ニ
ャ
ー
テ
ィ
）
は
、
そ
の
予
定
さ
れ
た
章
題
と
は
異
な
り
、
聖
人
伝
的
史
料
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が
生
み
出
さ
れ
た
文
脈
に
着
目
す
る（

（3
（

。
本
書
の
中
で
は
例
外
的
に
短
い
も
の

の
、
著
者
の
主
著
の
内
容
（
一
九
九
〇
年
）
が
簡
潔
に
要
約
さ
れ
て
お
り
、

さ
ら
に
充
実
し
た
文
献
目
録
案
内
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
テ
ィ

は
、
後
期
中
世
の
イ
タ
リ
ア
都
市
に
お
い
て
「
聖
人
で
あ
る
こ
と
」
へ
の
可

能
性
が
広
ま
り
、
日
常
化
し
た
と
指
摘
す
る
。
あ
ら
ゆ
る
身
分
・
職
業
・
立

場
の
女
性
が
「
聖
人
」
に
な
り
え
た
。
托
鉢
修
道
会
第
二
会
は
貴
族
家
門
や

上
層
市
民
層
に
開
か
れ
て
い
た
し
、
そ
こ
に
属
さ
な
い
女
性
た
ち
は
苦
行
や

隠
修
、
巡
礼
、
慈
善
活
動
な
ど
を
実
践
し
た
。
都
市
民
（
特
に
商
人
層
）
の

結
婚
習
慣
や
財
産
維
持
方
策
が
経
済
的
自
立
性
に
乏
し
い
女
性
を
増
大
さ
せ

た
こ
と
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
。
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
編
し
つ
つ
拡
大

す
る
都
市
社
会
が
新
た
な
「
パ
ト
ロ
ン
」
を
必
要
と
し
た
こ
と
も
、（
不
適

切
に
「
市
民
的
宗
教
」
と
呼
ば
れ
る
）
崇
敬
を
生
み
出
す
の
に
貢
献
し
た（

（3
（

。

そ
し
て
托
鉢
修
道
会
は
、
決
し
て
女
性
た
ち
の
信
仰
文
化
の
創
造
者
で
は
な

く
、
第
三
会
な
ど
女
性
た
ち
の
活
動
の
制
度
的
受
け
皿
を
整
備
し
、
聖
人
伝

的
史
料
の
生
産
を
通
じ
て
崇
敬
を
構
築
・
利
用
し
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

第
三
章「
籠
居
の
現
象
：
イ
タ
リ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
験
」（
エ
レ
オ
ノ
ー

ラ
・
ラ
ー
ヴ
ァ
）
は
、
後
期
中
世
の
「
籠
居Reclusione

」
を
国
際
的
に
比

較
す
る
試
み
の
中
間
報
告
で
あ
る（

（3
（

。
従
事
者
の
数
と
密
度
に
お
い
て
イ
タ
リ

ア
が
飛
び
抜
け
て
い
る
も
の
の
、
女
性
た
ち
の
籠
居
は
、
一
三
世
紀
以
後
に

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
現
象
で
あ
っ
た（

（3
（

。
ラ
ー
ヴ
ァ
は
、
現
在
彼
女
が
行
っ
て

い
る
比
較
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
導
入
と
し
て
、
籠
居
に
関
す
る
①
史
料
類
型
、

②
時
代
・
地
域
的
類
型
（
初
期
中
世
か
ら
後
期
中
世
ま
で
、
北
は
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
か
ら
東
は
バ
ル
カ
ン
半
島
ま
で
）、
③
従
事
者
の
類
型
、
④
イ
タ
リ

ア
で
の
事
例
を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
。
単
体
で
は
物
足
り
な
い
内
容
で
あ

る
も
の
の
、
多
く
の
基
本
文
献
が
引
用
さ
れ
て
い
る
点
で
は
有
益
で
、
今
後

の
成
果
刊
行
が
待
た
れ
る
。

　

第
四
章
「
イ
タ
リ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
回
心
女
」
の
現
象
」（
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
・
ア
ン
デ
ン
ナ
）は
、「
更
正
」し
た
娼
婦
を
主
な
事
例
と
し
て
、

贖
罪
を
求
め
る
女
性
た
ち
を
取
り
上
げ
る（

（3
（

。
娼
婦
に
改
悛
と
贖
罪
を
求
め
る

説
教
者
は
一
一
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
に
最
初
期
の
記
録
が
あ
り
、
一
二
世
紀

に
は
フ
ラ
ン
ス
北
西
部
や
フ
ラ
ン
ド
ル
、
北
イ
タ
リ
ア
な
ど
に
多
く
出
現
し

た
（
ロ
ベ
ー
ル
・
ダ
ル
ブ
リ
ッ
セ
ル
な
ど（

（3
（

）。
一
二
世
紀
末
か
ら
一
三
世
紀

初
頭
の
パ
リ
に
形
成
さ
れ
た
神
学
者
サ
ー
ク
ル
は
、
教
会
と
社
会
の
改
革
を

模
索
す
る
中
で
娼
婦
の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
そ
の
一
員
で
あ
る
フ

ル
ク
・
ド
・
ヌ
イ
イ
は
、
彼
女
た
ち
の
「
更
生
」
を
援
助
す
る
施
設
を
創
設

し
て
い
る
。
娼
婦
の
悔
い
改
め
を
促
す
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
運
動
は
、
そ
の
後
ド

イ
ツ
な
ど
周
辺
に
も
拡
大
し
て
い
く
が
、
ア
ン
デ
ン
ナ
が
示
す
興
味
深
い
事

例
に
、
東
方
の
女
性
共
同
体
が
あ
る
。
一
三
世
紀
初
頭
に
は
、
ア
リ
ス
・

ド
・
シ
ャ
ン
パ
ー
ニ
ュ
（
ア
ン
デ
ン
ナ
は
、
彼
女
が
フ
ル
ク
や
ペ
ト
ル
ス
・

カ
ン
ト
ー
ル
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
）
に
よ
っ

て
、
キ
プ
ロ
ス
や
ア
ッ
コ
ン
、
ト
リ
ポ
リ
な
ど
の
十
字
軍
王
国
領
に
、
悔
い

改
め
た
元
娼
婦
た
ち
の
共
同
体
が
点
在
し
て
い
た
。
娼
婦
の
「
更
生
」
と
い

う
問
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
十
字
軍
に
よ
っ
て
東
方
へ
持
ち
込
ま
れ
、
そ
し

て
南
イ
タ
リ
ア
へ
逆
輸
入
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

第
五
章
「
ロ
ー
マ
教
会
と
在
地
諸
教
会
の
選
択
：
女
性
た
ち
の
信
仰
生
活

と
向
き
合
う
教
皇
権
と
司
教 

一
三
〜
一
四
世
紀
）」（
ジ
ュ
リ
ア
・
バ
ロ
ー

ネ
）
は
、
第
一
章
と
同
じ
く
、
教
会
に
よ
る
女
性
た
ち
へ
の
対
処
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る（

（3
（

。
バ
ロ
ー
ネ
は
、
多
く
の
論
者
と
同
じ
く
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ

ス
三
世
の
治
世
を
転
機
と
位
置
づ
け
、
彼
に
よ
る
様
々
な
信
仰
共
同
体
の
制

度
へ
の
取
り
込
み
を
、
実
践
的
な
も
の
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
彼
の
後
継
教
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皇
た
ち
も
（
特
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
九
世
の
お
か
げ
で
）
俗
人
贖
罪
者
た
ち
に

は
柔
軟
な
姿
勢
を
維
持
し
、
ニ
コ
ラ
ウ
ス
四
世
が
全
て
の
贖
罪
者
共
同
体
を

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
第
三
会
へ
組
織
化
し
よ
う
と
試
み
る
（
一
二
八
九
年
）

ま
で
、
重
大
な
危
機
は
生
じ
な
か
っ
た
と
す
る（

（3
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
女
性
の

場
合
に
は
「
禁
域Clausura

」
の
強
制
が
大
き
な
問
題
と
な
る（

（4
（

。
禁
域
化
は
、

伝
統
的
な
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
戒
律
に
基
づ
く
女
子
修
道
院
に
お
い
て
は
絶

対
的
な
規
則
で
は
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
一
二
世
紀
前
半
に
は
新
た
に
強
く

要
請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
、
聖
職
者
た
ち
の
女
性
嫌

悪
や
新
時
代
へ
の
不
信
、
中
世
社
会
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
生
存
の
困
難
さ

と
い
っ
た
要
素
に
加
え
、
禁
域
化
の
徹
底
が
女
性
た
ち
の
司
牧
・
支
援
を
担

当
す
る
聖
職
者
の
負
担
を
減
少
さ
せ
、
彼
ら
に
よ
る
霊
的
介
入
に
秩
序
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
も
の
が
大
き
か
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
バ

ロ
ー
ネ
は
、
ロ
ー
マ
司
教
た
ち
は
女
性
に
関
す
る
単
一
の
方
針
を
有
し
て
お

ら
ず
、
彼
ら
の
政
策
は
実
践
上
の
必
要
や
個
人
的
志
向
、
政
治
情
勢
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
ロ
ー
マ
以
外
に
つ
い
て
も
、ボ
ロ
ー
ニ
ャ

（
サ
ン
タ
ニ
ェ
ー
ゼ
女
子
修
道
院
）、
ス
ポ
レ
ー
ト
（
モ
ン
テ
フ
ァ
ル
コ
の
サ

ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
女
子
修
道
院
）、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

各
地
の
司
教
た
ち
が
地
域
的
状
況
や
女
性
た
ち
の
共
同
体
の
性
格
を
考
慮
に

入
れ
、
統
制
の
意
志
と
一
定
の
自
由
を
与
え
る
必
要
性
の
狭
間
で
バ
ラ
ン
ス

を
保
と
う
と
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る（

（4
（

。

　

第
六
章
「
中
世
の
施
療
院
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
生
活
：
宗
教
心
と
扶
助

の
は
ざ
ま
で
」（
マ
リ
ー
ナ
・
ガ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
）
は
、
女
性
た
ち
と
施
療
院

の
関
係
を
多
角
的
に
紹
介
し
て
い
く（

（4
（

。
概
観
に
あ
た
っ
て
ガ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
が

設
定
す
る
補
助
線
は
、
①
女
性
が
自
身
の
記
憶
を
自
覚
的
に
作
り
出
す
契
機

と
し
て
の
施
療
院
創
設
／
奉
献
、
②
施
療
院
の
内
部
に
お
け
る
女
性
た
ち
の

活
動
、
③
女
性
た
ち
と
家
族
―
―
そ
の
元
々
の
家
族
と
施
療
院
と
い
う
家
族

そ
れ
ぞ
れ
と
の
関
係
で
あ
る
。
女
性
に
よ
る
施
療
院
の
創
設
は
、
男
性
に
比

べ
れ
ば
少
な
い
と
は
い
え
、
中
世
の
あ
ら
ゆ
る
時
代
・
地
域
に
確
認
さ
れ
る
。

そ
れ
は
王
家
・
貴
族
家
門
に
属
す
る
女
性
に
限
ら
れ
た
行
い
で
は
な
く
、
特

に
後
期
中
世
の
イ
タ
リ
ア
で
は
都
市
民
の
新
興
エ
リ
ー
ト
家
系
に
も
、
自
ら

施
療
院
を
創
設
す
る
事
例
が
無
数
に
見
ら
れ
た（

（4
（

。
創
設
者
や
管
理
者
が
女
性

で
あ
る
と
い
う
事
実
が
施
療
院
の
性
格
に
及
ぼ
す
影
響
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ

ず
、
そ
の
内
部
で
は
男
女
や
未
成
年
者
が
多
様
な
活
動
を
展
開
し
て
い
た
し
、

そ
の
慈
善
活
動
の
対
象
は
病
人
か
ら
老
人
ま
で
限
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ガ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
は
、
労
働
と
慈
善
を
重
ん
じ
る
宗
教
心
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

た
施
療
院
と
い
う
空
間
が
、
政
治
的
・
経
済
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
要
因

が
交
差
す
る
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
世
に
お
け
る
混
合
共
同
体
的
信
仰
の

一
形
態
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る（

（4
（

。

　

第
七
章
「
女
性
た
ち
の
神
秘
体
験
に
お
け
る
沈
黙
と
言
葉
」（
ア
レ
ッ
サ

ン
ド
ラ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
）
は
、
一
三
世
紀
初
頭
に
お

け
る
新
た
な
「
知
」
で
あ
る
「
神
秘
体
験
／
神
秘
思
想 m

istica

」
の
言
語

Linguaggio/discorso

を
扱
う（

（4
（

。
人
間
に
よ
る
認
識
の
新
た
な
形
態
で
あ

る
「
神
秘
体
験
」
は
、
西
方
世
界
に
お
け
る
形
而
上
学
と
自
然
学
の
発
展
に

よ
っ
て
神
の
可
知
性
が
問
題
視
さ
れ
、
信
仰
の
危
機
が
生
じ
た
こ
と
に
由
来

す
る
。
こ
の
危
機
へ
の
対
応
と
し
て
、
合
理
主
義
的
な
ス
コ
ラ
神
学
と
神
秘

体
験
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
三
世
紀
後
半
に
は
ト
マ
ス
・
ア
ク

イ
ナ
ス
が
両
者
の
和
解
に
努
め
る
に
も
拘
ら
ず
、「
信
仰
と
理
性
」
の
断
絶

は
深
ま
っ
て
い
く
一
方
で
あ
っ
た
。
後
者
は
、
歴
史
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
体

験
を
根
本
的
問
題
と
す
る
以
上
、
そ
の
中
心
的
主
題
は
身
体
と
な
る（

（4
（

。
幻
視
・

法
悦
・
脱
魂
な
ど
の
体
験
は
、
身
体
に
関
す
る
言
語
で
は
な
く
、
言
語
と
し
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て
の
身
体
を
新
た
に
発
明
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
「
神
秘
体
験
の
言
語
」

が
明
確
な
規
則
・
形
式
・
語
彙
を
備
え
る
に
は
一
七
世
紀
を
待
た
ね
ば
な
ら

ず
、
中
世
に
お
け
る
史
料
は
聖
人
伝
的
な
い
し
自
伝
的
＝
聖
人
伝
的
な
記
録

で
あ
る（

（4
（

。
そ
し
て
、
こ
の
言
語
の
歴
史
に
お
い
て
、
女
性
た
ち
は
特
別
な
位

置
を
占
め
て
き
た
と
い
う（

（4
（

。

　

よ
り
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
に
よ
れ

ば
、
こ
の
言
語
は
古
ロ
タ
リ
ン
ギ
ア
に
出
発
点
を
持
つ
。
そ
の
始
ま
り
は
フ

ラ
ン
ド
ル
で
あ
り
、
ラ
イ
ン
川
流
域
を
経
て
中
部
イ
タ
リ
ア
の
ウ
ン
ブ
リ
ア

地
方
へ
、
さ
ら
に
遅
れ
て
フ
ラ
ン
ス
や
北
欧
へ
至
る
。
ブ
リ
テ
ン
に
本
格
的

な
影
響
が
及
ぶ
の
は
一
五
世
紀
の
こ
と
で
あ
り
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
へ
の
「
侵

入
」は
さ
ら
に
後
の
近
世
の
こ
と
で
あ
る（

（4
（

。
こ
の
う
ち
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部（
フ

ラ
ン
ド
ル
や
北
西
ド
イ
ツ
）
で
は
、
俗
人
た
ち
の
信
仰
と
観
想
修
道
制
の
枠

組
が
共
存
し
、
シ
ト
ー
会
が
強
い
影
響
力
を
有
し
た
。
一
三
世
紀
後
半
に
は
、

修
道
院
の
環
境
か
ら
高
い
教
養
を
持
つ
女
性
神
秘
家
が
輩
出
さ
れ
、
自
ら
神

秘
思
想
的
著
作
を
執
筆
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
イ
タ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す

る
地
中
海
圏
で
は
、
贖
罪
運
動
の
活
力
に
も
拘
ら
ず
、
神
秘
体
験
の
言
語
の

広
ま
り
は
遅
れ
た
し
、
高
度
な
思
想
的
展
開
も
限
定
的
で
あ
っ
た（

（5
（

。
バ
ル
ト

ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
は
、
こ
の
ズ
レ
を
も
た
ら
す
後
者
側
の
要
因
と
し

て
、
女
性
の
社
会
的
自
立
性
の
不
在
に
加
え
て
、
一
二
世
紀
以
前
に
お
け
る

女
子
修
道
院
の
未
整
備
、
女
性
た
ち
が
独
自
の
文
化
を
生
み
出
す
た
め
に
は

強
す
ぎ
た
托
鉢
修
道
会
の
影
響
力
、
ビ
ッ
ツ
ォ
キ
な
ど
の
信
仰
形
態
の
細
分

化
さ
れ
た
展
開
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
彼
女
は
、
北
西
部
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
修
道
制
に
お
け
る
「
禁
域
化
」
の
進
行
と
女
性
た
ち
の
隔
離
が
、
学
問

へ
の
集
中
や
識
字
力
の
向
上
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
イ
タ
リ
ア

で
も
、
禁
域
化
さ
れ
た
十
五
世
紀
以
後
の
キ
ア
ラ
会
修
道
女
た
ち
は
高
い
識

字
力
と
教
養
を
持
ち
、
多
く
の
テ
キ
ス
ト
を
生
産
す
る
の
で
あ
る（

（5
（

。
ま
た
、

一
三
世
紀
後
半
の
イ
タ
リ
ア
で
托
鉢
修
道
会
士
が
執
筆
し
た
女
性
聖
人
の
伝

記
は
、
そ
の
登
場
が
遅
れ
た
ゆ
え
に
、
新
た
な
段
階
の
到
来
を
記
録
し
て
い

る
。「
神
秘
体
験
の
言
語
」
に
対
す
る
疑
念
が
既
に
増
大
し
て
い
る
た
め
、

既
に
神
秘
家
た
ち
に
は
自
己
防
衛
の
必
要
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る（

（5
（

。
至
福

直
観
や
自
由
心
霊
派
の
問
題
が
浮
上
す
る
と
、
聖
人
伝
作
者
た
ち
は
、
神
秘

体
験
の
カ
リ
ス
マ
と
聖
職
位
階
制
の
権
威
の
間
に
断
絶
が
存
在
し
な
い
こ
と

を
示
す
任
務
を
負
う
こ
と
に
な
る（

（5
（

。
し
か
し
、
一
三
一
〇
年
の
マ
ル
グ
リ
ッ

ト
・
ポ
レ
ー
ト
の
火
刑
に
よ
っ
て
、「
神
秘
家
た
ち
の
教
会
と
制
度
の
教
会

の
谷
間
は
拡
大
し
て
い
く
」
の
で
あ
る（

（5
（

。

　

第
八
章
「
霊
的
指
導
に
お
け
る
男
女
間
関
係
」（
イ
ザ
ベ
ッ
ラ
・
ガ
リ
ャ

ル
デ
ィ
）
は
、「
霊
的
指
導Direzione spirituale

」
と
い
う
場
お
よ
び
実

践
に
よ
る
社
会
的
規
範
の
形
成
を
、
一
二
〜
一
六
世
紀
の
司
牧
的
史
料
に
よ

り
な
が
ら
、
さ
ら
に
男
性
に
よ
る
女
性
の
指
導
と
い
う
形
態
に
絞
っ
て
論
じ

て
い
る（

（5
（

。
ガ
リ
ャ
ル
デ
ィ
に
よ
れ
ば
、
霊
的
指
導
は
教
育
と
道
徳
化
の
古
来

の
形
態
で
あ
り
、
個
人
的
・
集
団
的
価
値
観
の
形
成
過
程
や
、
社
会
的
慣
習

の
構
築
と
流
布
に
お
い
て
教
会
が
果
た
し
た
役
割
を
理
解
す
る
た
め
に
重
要

な
主
題
と
な
る（

（5
（

。
一
二
一
五
年
の
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
に
お
け
る
信
徒
の

告
解
義
務
化
は
、
中
世
に
お
け
る
司
牧
史
の
転
換
点
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い

る
が
、
一
二
世
紀
後
半
に
広
く
読
ま
れ
た
贖
罪
手
引
書
で
は
、
告
解
は
常
に

贖
罪
の
全
実
践
過
程
の
一
段
階
と
し
て
、
そ
し
て
聴
罪
者
と
告
白
者
の
共
同

作
業
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た（

（5
（

。
一
三
世
紀
以
後
に
聴
罪
者
の
役
割
を
引
き

受
け
る
托
鉢
修
道
会
士
た
ち
も
、
告
解
を
完
結
し
た
実
践
と
は
捉
え
ず
、
説

教
や
教
育
と
結
び
つ
く
幅
広
い
霊
的
指
導
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
発
想
を
継

承
し
た
。
聴
罪
者
と
告
白
者
の
関
係
は
、
修
道
制
的
な
「
霊
的
な
父
」
の
転
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化
の
結
果
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る
教
師
と
弟
子
な
い
し
父
と
子
の
関

係
と
し
て
表
象
・
理
解
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
例
の
中
で
最
も
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
の
は
、
聴
罪
者
／
聖
職
者
と
「
聖
人
」
の
関
係
で
あ
る
が
、
そ
の
場

合
に
は
師
弟
関
係
は
形
式
的
で
、
む
し
ろ
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ダ
・
シ
エ
ー
ナ
の

よ
う
な
「
生
け
る
聖
女
」
の
側
が
霊
的
な
指
導
者
と
な
っ
た（

（5
（

。
信
徒
の
行
い

を
確
認
し
、
識
別
し
、
修
正
す
る
指
導
者
の
役
割
は
、
告
解
に
お
け
る
聴
罪

者
の
場
合
で
も
、
時
に
は
俗
人
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
た（

（5
（

。
女
性
に
対
す

る
霊
的
指
導
に
お
い
て
最
も
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
の
は
、
夫
婦
の
関
係
で

あ
っ
た
。
ガ
リ
ャ
ル
デ
ィ
は
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ド
ミ
ニ
チ
や
ト
ン
マ
ー
ゾ
・

カ
ッ
フ
ァ
リ
ー
ニ
の
よ
う
な
ド
メ
ニ
コ
会
士
の
著
作
を
と
り
あ
げ
、
そ
こ
で

は
修
道
制
的
な
中
庸
の
美
徳
や
俗
世
か
ら
の
内
面
的
隠
遁
が
説
か
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る（

（6
（

。
全
体
と
し
て
、
ガ
リ
ャ
ル
デ
ィ
が
強
調
し
て
い
る
の
は
、

霊
的
指
導
が
信
徒
の
「
内
面
」
の
秩
序
化
を
推
進
し
、
服
従
と
い
う
社
会
的

価
値
に
基
づ
い
た
良
心
の
構
築
に
貢
献
し
た
こ
と
で
あ
る（

（6
（

。

　

第
九
章
「
オ
ン
・
ザ
・
ロ
ー
ド
：
中
世
に
お
け
る
女
性
の
福
音
説
教
」（
マ
リ
ー

ナ
・
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
）
は
、
中
世
の
「
異
端
」
運
動
に
お
け
る
女
性
た
ち
の

活
動
を
紹
介
す
る（

（6
（

。
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
に
よ
れ
ば
、
古
代
か
ら
近
代
へ
至
る
キ

リ
ス
ト
教
会
の
歴
史
は
、
女
性
た
ち
の
排
除
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ス
の

も
と
に
は
説
教
者
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
が
お
り
、
救
世
主
の
受
難
と
復
活
を

目
撃
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
後
の
教
会
人
た
ち
は
そ
の
記
憶
を
抹
消
・
変
形
し
、

女
性
か
ら
文
化
的
・
社
会
的
・
宗
教
的
・
法
的
役
割
を
剥
奪
し
た
。
し
か
し
、

新
約
聖
書
に
残
さ
れ
た
イ
エ
ス
本
来
の
教
え
の
痕
跡
に
惹
か
れ
た
中
世
の
女

性
信
徒
は
、
聖
書
へ
の
回
帰
に
よ
っ
て
「
な
さ
れ
な
か
っ
た
／
失
敗
し
た
革

命 rivoluzione m
ancata

」
を
遂
行
し
よ
う
と
、
福
音
説
教
を
始
め
た
の
で

あ
る（

（6
（

。
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
は
、
そ
の
例
と
し
て
ヴ
ァ
ル
ド
派
と
ア
ポ
ス
ト
リ
を

と
り
あ
げ
る
。
リ
ヨ
ン
の
ヴ
ァ
ル
ド
は
、
お
そ
ら
く
女
性
に
関
す
る
特
定
の

教
説
を
持
た
な
か
っ
た（

（6
（

。
し
か
し
、
多
く
の
女
性
達
が
彼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

惹
き
つ
け
ら
れ
て
、
そ
の
運
動
に
参
加
し
た（

（6
（

。
十
分
な
史
料
は
残
さ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
一
二
世
紀
末
か
ら
一
五
世
紀
末
ま
で
、
ヴ
ァ
ル
ド
派
の
女
性

た
ち
は
遍
歴
説
教
を
行
い
、
バ
ル
バ
と
呼
ば
れ
る
指
導
者
の
育
成
に
も
関
与

し
続
け
た
よ
う
で
あ
る（

（6
（

。
一
五
世
紀
な
か
ば
に
な
る
と
、
多
く
の
ヴ
ァ
ル
ド

派
が
潜
伏
し
て
い
た
ア
ル
プ
ス
地
方
で
は
、女
性
遍
歴
説
教
者
の
存
在
が
「
魔

女
の
飛
行
」
の
ト
ポ
ス
へ
結
び
つ
い
て
い
く（

（6
（

。
ア
ポ
ス
ト
リ
に
関
し
て
も
、

そ
の
活
動
へ
の
女
性
た
ち
の
参
加
が
、
最
初
期
か
ら
記
録
さ
れ
て
い
る（

（6
（

。
ベ

ネ
デ
ッ
テ
ィ
は
、
お
そ
ら
く
遍
歴
説
教
を
行
っ
て
い
た
ア
ポ
ス
ト
リ
女
性
説

教
者
の
誘
拐
事
件
を
引
用
し
て
、
彼
女
た
ち
を
取
り
巻
い
て
い
た
危
険
を
論

じ
る（

（6
（

。ヴ
ァ
ル
ド
派
の
場
合
に
も
、セ
ガ
レ
ッ
リ
期
ア
ポ
ス
ト
リ
の
場
合
に
も
、

そ
し
て
ド
ル
チ
ー
ノ
・
ダ
・
ノ
ヴ
ァ
ー
ラ
と
活
動
を
と
も
に
し
た
マ
ル
ゲ
リ
ー

タ
・
ダ
・
ト
レ
ン
ト
の
場
合
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
イ
エ
ス

と
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
を
模
範
と
し
た
男
性
指
導
者
と
霊
的
な
姉
妹
の
関
係

が
、
教
会
人
の
言
説
に
お
い
て
は
性
的
な
放
埒
・
逸
脱
と
結
び
付
け
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る（

（7
（

。

　

第
十
章
「
女
性
の
霊
的
生
活
に
お
け
る
図
像
の
機
能
」（
ミ
ケ
ー
レ
・
バ
ッ

チ
）
は
、
本
論
集
に
お
い
て
唯
一
の
美
術
史
か
ら
の
論
考
で
あ
る（

（7
（

。
と
は
い

え
、
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
研
究
に
お
い
て
文
献
史
学
と
美
術
史
学
は
決
し
て
切

り
離
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
本
章
の
主
題
は
両
分
野
に
ま
た
が
る
豊
富
な

研
究
蓄
積
を
有
す
る（

（7
（

。
中
世
に
お
い
て
も
、
図
像
と
神
秘
体
験
は
両
義
的
な

関
係
を
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
神
秘
体
験
が
「
肉
体
的
な
眼
で
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
、
心
の
目
で
見
る
」
の
だ
と
す
れ
ば
、
物
質
的
な

図
像
は
そ
の
妨
げ
に
な
る
と
も
考
え
ら
れ
る（

（7
（

。
他
方
で
、
一
三
〜
一
四
世
紀
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の
聖
人
伝
的
著
作
の
多
く
は
、
観
想
者
と
し
て
知
ら
れ
る
女
性
の
信
仰
実
践

に
お
い
て
図
像
が
果
た
し
た
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。
一
方
で
は
、
図
像
が

観
想
や
神
秘
体
験
を
導
入
す
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
。
他
方
で
は
、
図
像
を

中
心
と
す
る
空
間
は
、「
芸
術
的
な
楽
し
み
は
取
る
に
足
り
な
い
と
し
て
も
」

精
神
的
な
避
難
場
所
と
し
て
機
能
し
た（

（7
（

。
ま
た
、
図
像
を
前
に
し
た
祈
り
や

苦
行
は
、
表
象
さ
れ
た
聖
な
る
存
在
と
交
流
す
る
手
段
で
あ
り
、
し
ば
し
ば

図
像
は
「
ヒ
エ
ロ
フ
ァ
ニ
ー
的
」
な
神
性
顕
現
の
場
と
な
り
、
サ
ン
・
ダ
ミ

ア
ー
ノ
の
高
名
な
磔
刑
像
の
よ
う
に
「
命
を
吹
き
込
ま
れ
た
」。
多
く
の
聖

人
伝
作
者
が
、
図
像
を
媒
介
と
す
る
体
験
と
完
全
な
神
秘
体
験
の
差
異
を
明

示
し
、
前
者
の
優
越
を
強
調
し
て
い
る
と
は
い
え
、
両
者
の
あ
い
だ
に
は
並

行
的
な
相
互
関
係
が
存
在
し
、
後
者
に
よ
っ
て
前
者
の
意
味
が
失
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
幻
視
・
啓
示
の
具
体
的
な
内
容
に
お
い
て
も
、

図
像
表
現
と
の
あ
い
だ
に
緊
張
関
係
は
存
在
し
た
。
図
像
が
与
え
る
慣
習
的

な
枠
組
が
幻
視
体
験
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
一
方
、
心
の
目
が
見
る
イ

メ
ー
ジ
は
、
そ
の
枠
組
を
超
え
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
。
こ
の
幻
視
と
図
像

の
関
係
を
示
す
最
も
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ビ

ル
ギ
ッ
タ
の
幻
視
が
キ
リ
ス
ト
降
誕
の
図
像
表
現
を
刷
新
し
た
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
。
聖
地
巡
礼
に
赴
い
た
ビ
ル
ギ
ッ
タ
が
、
そ
れ
以
前
に
は
描
か

れ
た
こ
と
の
な
か
っ
た
場
面
を
幻
視
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
地
面
に

置
か
れ
た
幼
子
イ
エ
ス
に
祈
る
マ
リ
ア
と
い
う
新
た
な
主
題
が
現
れ
た
の

で
あ
る（

（7
（

。

　

第
十
一
章
「
南
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
女
性
た
ち
の
宗
教
的
諸
経
験
」（
ロ

ザ
ル
バ
・
デ
ィ
・
メ
ッ
リ
ョ
）
は
、 

中
部
イ
タ
リ
ア
や
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
に

比
べ
て
本
邦
で
は
紹
介
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
半
島
南
部
に
お
け
る
女
性
の

問
題
を
扱
う（

（7
（

。
同
地
域
の
信
仰
生
活
の
枠
組
は
、
一
三
世
紀
な
か
ば
に
托
鉢

修
道
会
が
「
侵
入
」
す
る
ま
で
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
系
修
道
制
と
イ
タ
ロ
＝

グ
レ
コ
修
道
制
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
他
地
域
か
ら
の
影
響
を
被
る

こ
と
が
比
較
的
少
な
か
っ
た（

（7
（

。
と
は
い
え
、
そ
の
内
実
は
決
し
て
静
態
的
な

も
の
で
は
な
く
、
地
域
ご
と
に
も
大
き
な
差
異
が
存
在
し
た
。
残
念
な
が
ら

史
料
状
況
は
良
好
と
は
い
え
ず
、
慣
習
律
や
規
定
、
叙
階
の
記
録
と
い
っ
た

教
会
の
法
制
史
料
は
極
め
て
手
薄
で
あ
っ
て
、
分
析
に
あ
た
っ
て
は
聖
人
伝

的
史
料
や
死
者
追
祷
記
録
、
公
証
人
文
書
な
ど
他
の
類
型
に
依
拠
す
る
こ
と

に
な
る
。
デ
ィ
＝
メ
ッ
リ
ョ
は
、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ヂ
ィ
・
プ
ル
サ
ー
ノ

修
道
院
（
ガ
ル
ガ
ー
ノ
）
の
創
設
者
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
ィ
・
マ
テ
ー
ラ
お

よ
び
モ
ン
テ
ヴ
ェ
ル
ジ
ネ
大
修
道
院
の
創
設
者
グ
リ
エ
ル
モ
・
ダ
・
ヴ
ェ
ル

チ
ェ
ッ
リ
の
伝
記
で
言
及
さ
れ
た
、
伝
統
的
修
道
制
の
枠
内
に
お
け
る
女
性

共
同
体
の
姿
を
指
摘
す
る（

（7
（

。
次
い
で
、
叙
述
の
焦
点
は
一
三
世
紀
の
各
都
市

で
出
現
し
た
「
新
し
い
信
仰
」
へ
と
移
動
す
る
。
こ
こ
で
も
、
ベ
ネ
ヴ
ェ
ン

ト
を
除
く
と
史
料
は
散
発
的
・
断
片
的
で
あ
り
、
北
中
部
イ
タ
リ
ア
と
同
じ

く
イ
ン
カ
ル
チ
ェ
ラ
ー
タ
や
エ
レ
ミ
タ
と
い
う
語
彙
で
示
さ
れ
る
女
性
が
存

在
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
実
像
を
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

と
は
い
え
、
こ
れ
は
南
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
「
新
し
い
信
仰
」
の
制
度
化
が

著
し
く
遅
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
て
、
現
象
自
体
の
周
縁
性
に
由
来
す
る

も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
デ
ィ
＝
メ
ッ
リ
ョ
に
よ
れ
ば
、
南
イ
タ
リ
ア

で
は
、
伝
統
的
な
要
素
と
他
地
域
か
ら
取
り
入
れ
ら
れ
た
要
素
が
共
存
し
、

女
性
の
信
仰
生
活
が
複
合
的
か
つ
豊
か
に
展
開
し
た
と
い
う
。

　

第
十
二
章
「
一
三
〜
一
四
世
紀
ト
ス
カ
ー
ナ
に
お
け
る
女
性
的
宗
教
心

の
諸
経
験
と
都
市
的
側
面
：
シ
エ
ー
ナ
の
事
例
か
ら
出
発
し
て
」（
ミ
ケ
ー

レ
・
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ニ
）
は
、
信
仰
生
活
を
構
成
す
る
個
々
の
要
素
や
類
型

か
ら
離
れ
て
、
そ
れ
ら
が
展
開
さ
れ
た
都
市
社
会
と
い
う
場
に
注
視
し
、
総
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体
的
な
把
握
を
試
み
る（

（7
（

。
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ニ
は
、
史
料
上
の
制
約
や
「
新
し

い
信
仰
」
の
多
様
性
・
流
動
性
に
起
因
す
る
困
難
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
彼
自

身
の
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
シ
エ
ー
ナ
の
事
例
を
簡
潔
に
紹
介
し
て
く
れ

る（
（8
（

。
彼
に
よ
れ
ば
、
一
三
〜
一
四
世
紀
の
信
仰
生
活
の
枠
組
は
、
第
一
に
コ

ン
タ
ー
ド
に
あ
っ
た
女
子
修
道
院
の
「
都
市
化Inurbam

ento

」、
第
二
に

都
市
内
部
固
有
の
信
仰
形
態
の
成
長
で
あ
る
。
具
体
的
な
詳
細
の
紹
介
は
こ

こ
で
は
控
え
る
も
の
の
、
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ニ
に
よ
る
次
の
方
法
論
的
指
摘
は

傾
聴
に
値
す
る
。「
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
し
ば
し
ば
（
特
定
の
共
同
体
の
）

法
的
性
格
や
戒
律
の
遵
守
や
カ
リ
ス
マ
的
な
啓
示
の
う
ち
に
長
く
証
明
し
づ

ら
い
連
続
性
を
措
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
固
有
の
特
徴
を
通
時
的
に

追
跡
し
て
き
た
」。
そ
れ
に
対
し
て
都
市
と
い
う
文
脈
の
設
定
は
、
法
や
遺

言
と
い
っ
た
「
共
同
体
の
起
源
や
そ
れ
ら
が
育
ん
で
き
た
固
有
の
特
徴
に
は

注
意
を
払
わ
な
い
と
し
て
も
、
彼
ら
の
公
的
側
面
が
露
わ
に
な
る
瞬
間
を
正

確
に
写
し
取
る
こ
と
の
で
き
る
」
史
料
に
依
拠
す
る
、
共
時
的
な
再
構
成
を

要
請
す
る（

（8
（

。
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ニ
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
「
外
部
か
ら
の
認
識
」

に
お
い
て
、「
新
し
い
信
仰
」
は
伝
統
的
修
道
制
に
類
似
し
て
い
る
と
ま
で

言
わ
な
い
ま
で
も
、
機
能
面
に
置
い
て
吸
収
さ
れ
う
る
。
実
際
に
、
一
三
〜

一
四
世
紀
シ
エ
ー
ナ
に
お
い
て
女
性
の
信
仰
生
活
の
参
照
枠
と
な
り
続
け
た

の
は
、
サ
ン
タ
・
ペ
ト
ロ
ニ
ッ
ラ
と
サ
ン
・
プ
ロ
ス
ペ
ロ
と
い
う
キ
ア

ラ
会
・
シ
ト
ー
会
の
両
修
道
院
で
あ
っ
た

（
（8
（

。

　

第
十
三
章
「
一
三
〜
一
四
世
紀
ピ
ス
ト
イ
ア
の
聖
俗
権
力
と
女
性
の
宗
教

経
験
」（
ピ
エ
ロ
・
グ
ア
ル
テ
ィ
エ
ー
リ
）
は
、
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ニ
が
論
じ

る
都
市
と
い
う
枠
組
に
基
づ
い
た
論
考
で
あ
る（

（8
（

。
グ
ア
ル
テ
ィ
エ
ー
リ
は
、

一
三
世
紀
初
頭
か
ら
一
三
七
八
年
ま
で
の
都
市
ピ
ス
ト
イ
ア
に
お
け
る
、
女

性
た
ち
の
「
戒
律
化
」
さ
れ
た
信
仰
共
同
体
（
修
道
院
お
よ
び
托
鉢
修
道
会

傘
下
）
を
、
都
市
の
政
治
的
・
社
会
的
環
境
の
中
に
位
置
づ
け
る
。
本
章
に

関
し
て
も
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
対
象
設
定
が
示
す
よ
う
に
、
一
三
世
紀
以

降
に
お
い
て
も
伝
統
的
な
修
道
制
が
果
た
す
役
割
が
顕
著
で
あ
っ
た
こ
と
が

伺
え
る
。
そ
し
て
グ
ア
ル
テ
ィ
エ
ー
リ
に
よ
れ
ば
、
戒
律
を
与
え
ら
れ
て
秩

序
立
て
ら
れ
た
制
度
の
内
部
に
あ
っ
て
も
、
女
性
た
ち
は
自
身
の
宗
教
性
を

発
露
す
る
場
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
、
と
い
う（

（8
（

。

　

第
十
四
章
「
家
族
の
家
と
信
仰
の
家
の
あ
い
だ
で
：
一
三
〜
一
五
世
紀

の
女
性
た
ち
が
生
き
た
経
験
」（
ア
ン
ナ
・
エ
ス
ポ
ー
ジ
ト
）
は
、
一
三
〜

一
五
世
紀
ロ
ー
マ
を
舞
台
と
し
て
女
性
た
ち
が
形
成
し
た
信
仰
共
同
体
を
概

観
し
て
い
る（

（8
（

。「
新
し
い
信
仰
」
に
従
事
す
る
女
性
た
ち
は
、
戒
律
を
採
用

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
し
ば
し
ば
特
定
の
家
屋
で
共
同
生
活
を

送
っ
た（

（8
（

。
彼
女
た
ち
の
多
く
は
人
数
制
限
等
の
問
題
で
修
道
院
に
入
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
俗
世
で
の
活
動
を
求
め
る
結
果
と
し
て
、
贖
罪
者

の
生
活
を
唯
一
の
選
択
肢
と
し
て
選
ん
だ
。
そ
れ
ら
共
同
体
の
多
く
は
流
動

的
か
つ
一
時
的
な
も
の
で
、
そ
れ
ゆ
え
史
料
に
も
残
り
づ
ら
い
も
の
の
、
中

世
後
期
の
女
性
た
ち
の
信
仰
生
活
に
お
い
て
は
基
本
的
な
枠
組
を
提
供
し
た

の
で
あ
る
。
彼
女
た
ち
の
多
く
は
托
鉢
修
道
会
士
の
司
牧
を
受
け
た
も
の
の
、

霊
的
指
導
の
選
択
肢
は
幅
広
く
、
在
俗
聖
職
者
や
観
想
修
道
士
、
兄
弟
会
の

メ
ン
バ
ー
が
そ
の
任
を
引
き
受
け
る
こ
と
も
珍
し
く
は
な
か
っ
た
。
こ
の
、

教
会
法
上
で
は
曖
昧
な
地
位
を
保
ち（

（8
（

、
出
入
り
や
加
入
・
脱
退
が
緩
や
か
な

共
同
体
を
、
エ
ス
ポ
ー
ジ
ト
は
「
開
か
れ
た
修
道
院
」
と
呼
ぶ
。
実
際
、
こ

れ
ら
の
共
同
体
に
属
す
る
女
性
た
ち
は
、
例
え
ば
財
産
所
有
に
つ
い
て
は
か

な
り
の
自
由
を
享
受
し
て
い
た
し
（
彼
女
た
ち
は
服
従
と
貞
節
の
誓
願
は
立

て
て
い
て
も
、
清
貧
の
そ
れ
は
課
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
）、
慈
善
活
動
等

を
通
じ
て
外
部
と
の
交
流
を
保
っ
て
い
た
。
そ
し
て
エ
ス
ポ
ー
ジ
ト
に
よ
れ
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ば
、
外
部
と
結
び
つ
き
を
保
ち
つ
つ
固
有
の
信
仰
実
践
を
擁
護
す
る
た
め
、

彼
女
た
ち
は
教
皇
の
保
護
を
求
め
た
の
だ
と
い
う（

（8
（

。

　

第
十
五
章
「
女
性
た
ち
の
宗
教
心
と
遺
言
で
の
選
択
」（
マ
リ
ア
・
ク
ラ

ラ
・
ロ
ッ
シ
）
は
、
後
期
中
世
に
増
大
す
る
遺
言
史
料
の
内
容
か
ら
、
当
時

の
女
性
た
ち
の
信
仰
生
活
の
特
徴
を
読
み
解
こ
う
と
試
み
る（

（8
（

。
イ
タ
リ
ア
半

島
で
は
、
一
三
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
に
か
け
て
女
性
に
よ
る
遺
言
記
録
の
残

存
件
数
が
増
大
し
て
お
り
、
幾
つ
か
の
都
市
で
は
男
性
の
そ
れ
を
凌
駕
す
る

に
至
っ
て
い
る
。
遺
言
を
め
ぐ
る
地
域
差
が
生
じ
る
背
景
と
し
て
は
、
各
都

市
に
よ
る
相
続
慣
習
や
婚
姻
戦
略
の
差
異
が
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ

の
本
格
的
な
解
明
は
な
さ
れ
て
い
な
い（

（9
（

。
と
は
い
え
、
ロ
ッ
シ
に
よ
れ
ば
、

中
世
に
お
け
る
「
遺
言
」
と
い
う
行
為
は
、
基
本
的
に
は
信
仰
実
践
の
一
環

で
あ
っ
た
。
遺
言
の
専
門
家
た
ち
―
―
公
証
人
・
教
会
法
学
者
・
修
辞
教
師
、

そ
し
て
托
鉢
修
道
会
士
た
ち
は
、
い
ず
れ
も
遺
言
を
「
良
き
死
」
の
準
備
と

み
な
し
、
遺
贈
な
ど
を
通
じ
た
善
行
を
説
い
た
。
そ
の
不
履
行
は
、
教
会
法

上
の
問
題
と
な
っ
た
。
実
際
に
、
女
性
た
ち
の
遺
言
の
中
に
は
無
数
の
敬
虔

な
遺
贈
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ロ
ッ
シ
は
、
遺
言
史
料
に
は
「
女
性
的
」
特
徴

と
し
て
、
①
極
端
な
ヒ
ロ
イ
ズ
ム
に
走
ら
な
い
、
②
キ
リ
ス
ト
の
理
想
か
ら

か
け
離
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
聖
職
位
階
制
へ
の
反
発
、
と
い
う
中
道
的
宗
教

心
が
現
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
そ
う
し
た
心
性
が
育
ま
れ
た
場
と
し
て
以
下

の
六
つ
を
挙
げ
る
。
兄
弟
会
的
連
帯
、
托
鉢
修
道
会
に
よ
る
司
牧
、
読
書
を

通
じ
た
個
人
的
な
祈
り
、
教
会
通
い
と
典
礼
、
巡
礼
、
そ
し
て
小
規
模
な
共

同
生
活
で
あ
る
。
こ
れ
ら
六
種
類
の
場
は
、
遺
贈
対
象
と
な
っ
た
り
、
あ
る

い
は
関
連
す
る
品
物
（
祈
り
と
関
わ
る
書
物
な
ど
）
が
遺
品
と
な
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
遺
言
中
に
言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

課
題
と
展
望

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
最
大
の
意
義
は
、
イ
タ
リ
ア
中
世
に
お

け
る
女
性
の
信
仰
生
活
と
い
う
主
題
に
関
す
る
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
、
あ

る
い
は
今
後
牽
引
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
歴
史
家
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
取
り

組
む
テ
ー
マ
の
概
説
を
提
示
し
て
お
り
、
優
れ
た
入
門
書
な
い
し
出
発
点
と

な
り
う
る
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
論
考
の
内
容
や
歴
史
観
に
対

す
る
立
ち
入
っ
た
批
評
・
批
判
は
、
本
書
の
一
章
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
主

著
を
対
象
と
し
て
、
異
な
る
場
に
お
い
て
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本

書
に
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
も
幾
つ
か
存
在
す
る
。
例
え
ば
、

女
性
と
音
楽
の
関
係
、
正
教
会
・
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
と
の
比
較
・
交
流
・

関
係
史
の
視
点
な
ど
が
直
ち
に
思
い
浮
か
ぶ
。
し
か
し
、
研
究
集
会
に
基
づ

い
た
論
集
で
あ
る
本
書
は
（
い
か
に
概
説
・
入
門
と
し
て
の
性
格
を
備
え
て

い
る
と
し
て
も
）
教
科
書
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
網
羅
性
の
欠
如
を
取
り
上

げ
て
あ
げ
つ
ら
う
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う（

（9
（

。

　

第
一
に
触
れ
た
い
の
は
、
本
論
集
全
体
を
通
じ
て
、
一
三
世
紀
以
降
の
信

仰
生
活
に
お
け
る
伝
統
的
な
観
想
修
道
制
の
役
割
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
古
典
的
な
修
道
制
史
叙
述
で
は
、
ク
リ
ュ
ニ
ー
か
ら

シ
ト
ー
、
そ
し
て
托
鉢
修
道
会
と
い
う
一
種
の
発
展
史
観
が
採
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、「
全
盛
期
」
を
過
ぎ
た
と
さ
れ
る
修
道
会
は
、
そ
の
後
の
時
代

に
は
後
景
に
退
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
。
特
に
一
三
世
紀
を
境
と
し

た
農
村
の
観
想
修
道
会
か
ら
都
市
の
托
鉢
修
道
会
へ
の
「
主
役
交
代
」
と
い

う
枠
組
に
は
大
き
な
拘
束
力
が
あ
り
、
後
期
中
世
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
や
シ

ト
ー
会
の
活
動
に
大
き
な
注
目
が
集
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し

て
二
十
世
紀
末
に
な
る
と
、
一
方
で
は
托
鉢
修
道
会
の
「
都
市
性
」
が
相
対
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化
さ
れ
、
他
方
で
は
観
想
修
道
会
士
た
ち
が
都
市
空
間
や
都
市
・
農
村
関
係

史
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
新
た
な
光
が
当
て
ら
れ
た（

（9
（

。
ま
た
、
ガ
リ
ャ

ル
デ
ィ
論
考
か
ら
読
み
取
れ
る
よ
う
に
、
修
道
制
の
知
的
・
精
神
的
遺
産
と

近
世
の
「
規
律
化
」
の
関
係
に
つ
い
て
も
長
期
持
続
な
い
し
枠
組
・
概
念
の

再
編
・
転
用
と
い
う
観
点
か
ら
再
検
証
が
進
ん
で
い
る（

（9
（

。

　

第
二
に
、
世
代
の
異
な
る
研
究
者
に
よ
る
論
集
と
い
う
形
態
を
採
っ
た
た

め
に
、
本
書
に
は
イ
タ
リ
ア
中
世
宗
教
史
全
体
に
共
通
す
る
動
向
が
図
ら
ず

も
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
七
〇
年
代
末
か
ら
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
世
代
（
ア
ル
ベ
ル

ツ
ォ
ー
ニ
、
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
テ
ィ
、
バ
ロ
ー
ネ
、
エ
ス
ポ
ー
ジ
ト
）
は
、
女

性
た
ち
の
活
動
・
実
践
・
生
活
形
態
の
多
様
性
や
教
皇
の
政
策
の
非
一
貫
性
・

柔
軟
性
を
強
調
し
つ
つ
も
、
一
方
で
聖
職
位
階
制
と
女
性
た
ち
の
「
新
し
い

信
仰
」
と
い
う
二
項
対
立
、
他
方
で
一
三
〜
一
四
世
紀
転
換
期
に
お
け
る
両

者
の
関
係
の
決
定
的
変
化
、
と
い
う
時
系
列
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
枠
組

は
、
二
十
世
紀
初
頭
に
ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ
・
ヴ
ォ
ル
ペ
が
提
示
し
、
ラ
ッ

フ
ァ
エ
ッ
ロ
・
モ
ル
ゲ
ン
、
ラ
ウ
ル
・
マ
ン
セ
ッ
リ
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ミ
ッ

コ
リ
ら
が
継
承
・
洗
練
し
て
き
た
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
の
古
典
学
説
と
共
通
の

も
の
で
あ
る（

（9
（

。
使
用
さ
れ
る
分
析
概
念
や
語
彙
、
評
価
基
準
な
ど
の
点
か
ら

し
て
も
、
二
十
世
紀
末
ま
で
の
女
性
史
研
究
が
描
く
中
世
宗
教
史
像
は
、
古

典
学
説
の
換
骨
奪
胎
―
―
「
聖
職
位
階
制
と
俗
人
・
民
衆
」
の
対
立
項
を
「
聖

職
位
階
制
＝
男
性
と
女
性
」
へ
入
れ
替
え
た
も
の
、
と
い
う
性
格
が
色
濃
く

現
れ
て
い
る（

（9
（

。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
出
現
す
る
世
代
の
研
究
者
た
ち

（
ラ
ー
ヴ
ァ
、
ア
ン
デ
ン
ナ
、
ガ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
、
ガ
リ
ャ
ル
デ
ィ
、
ペ
ッ
レ

グ
リ
ー
ニ
）
に
は
、
そ
う
し
た
二
項
対
立
的
・
図
式
的
な
解
釈
は
不
在
で
あ

る（
（9
（

。
聖
職
位
階
制
に
よ
る
制
度
化
・
戒
律
化
や
霊
的
指
導
は
、
以
前
の
世
代

の
よ
う
に
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
に
評
価
さ
れ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
内
部
で
働

い
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
詳
細
に
解
明
さ
れ
る（

（9
（

。
托
鉢
修
道
会
は
、
俗
人
・
女

性
の
信
仰
生
活
に
侵
入
し
て
く
る
異
質
な
外
部
者
で
は
な
く
、
そ
の
重
要
な

構
成
要
素
（
た
だ
し
、一
ア
ク
タ
ー
に
過
ぎ
な
い
）
で
あ
る
。
ま
た
、「
霊
性
」

に
基
づ
い
た
構
造
的
把
握
や
「
宗
教
運
動
」
論
に
代
わ
っ
て
、
言
説
と
実
践

が
関
心
の
対
象
に
浮
上
し
、
論
じ
ら
れ
る
テ
ー
マ
も
多
様
化
し
た
。
本
書
に

寄
稿
し
て
い
る
と
は
い
え
、
彼
ら
／
彼
女
ら
は
必
ず
し
も
「
女
性
史
」
研
究

者
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
枠
組
と
対
象
の
連
動
的
変
化
が
生
み
出
し
た
盲
点
の
存
在

を
、
本
書
は
は
か
ら
ず
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
イ
タ
リ
ア
中
世
宗
教

史
研
究
に
お
い
て
、
古
典
的
な
学
説
の
相
対
化
は
、
そ
の
中
心
的
主
題
だ
っ

た「
異
端
者
」や
聖
人
、「
霊
性
」と
は
異
な
る
研
究
対
象（
例
え
ば
異
端
審
問
、

兄
弟
会
、
慈
善
活
動
、
教
育
な
ど
）
を
通
じ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
新

た
な
枠
組
と
旧
来
の
学
説
の
間
に
は
補
完
的
な
棲
み
分
け
が
成
立
し
て
し
ま

い
、
伝
統
的
な
研
究
領
域
で
は
古
典
的
枠
組
が
無
批
判
に
温
存
さ
れ
る
と
い

う
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る（

（9
（

。
新
世
代
に
属
す
る
は
ず
の
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
と

バ
ル
ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
の
論
考
に
お
い
て
、
こ
の
問
題
は
明
ら
か

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
両
者
の
研
究
は
決
し
て
古
色
蒼
然
た
る
も
の
で
は
な

く
、
い
ず
れ
も
古
典
学
説
に
は
欠
け
て
い
た
史
料
論
・
文
献
学
的
知
見
や
国

際
比
較
の
視
点
を
導
入
し
、
前
者
は
一
五
世
紀
、
後
者
は
一
七
世
紀
ま
で
を

射
程
に
収
め
る
な
ど
、
独
自
の
時
代
区
分
を
も
提
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
一
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
二
項
対
立
的
構

造
は
温
存
・
再
生
産
さ
れ
て
お
り
、
特
に
後
者
は
一
三
〜
一
四
世
紀
転
換
期

に
お
け
る
断
絶
を
再
度
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る（

（9
（

。
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こ
う
し
た
枠
組
と
対
象
の
変
化
、
そ
し
て
研
究
の
進
化
に
伴
う
盲
点
の
出

現
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
に
は
じ
ま
る
イ
タ
リ
ア
中
世
宗
教
史
研
究
全
体
の

動
向
を
反
映
し
て
い
る（

（10
（

。
も
ち
ろ
ん
、
ヴ
ォ
ル
ペ
か
ら
ミ
ッ
コ
リ
へ
至
る
研

究
者
た
ち
が
構
築
し
て
き
た
古
典
学
説
は
多
く
の
長
所
を
有
し
て
い
た
し
、

特
に
巨
視
的
・
構
造
的
な
歴
史
把
握
と
明
快
な
図
式
と
い
う
点
で
は
現
在
で

も
多
く
の
読
者
を
引
き
つ
け
る
力
を
持
つ
。
彼
ら
が
同
時
代
の
文
明
に
対
し

て
抱
い
て
い
た
強
い
問
題
意
識
が
も
た
ら
す
、
叙
述
そ
の
も
の
の
魅
力
に
つ

い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
長
所
が
歴
史
像
の
単
純
化
・

平
板
化
の
産
物
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
実
証
性
を
欠
く
大
風
呂
敷
で
あ
っ
た
点

も
否
定
は
で
き
ず
、
そ
の
完
全
な
克
服
は
現
在
で
も
急
務
と
な
っ
て
い
る（

（10
（

。

「
女
性
の
信
仰
生
活
」
に
つ
い
て
も
、「
異
端
者
」
や
「
神
秘
体
験
者
」
と
い
っ

た
伝
統
的
な
主
題
と
接
続
す
る
領
域
に
お
い
て
古
典
的
枠
組
を
乗
り
越
え
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（10
（

。

　

こ
の
よ
う
に
批
判
め
い
た
こ
と
を
述
べ
る
と
し
て
も
、
本
論
集
が
優
れ
た

導
入
と
し
て
有
す
る
価
値
に
変
わ
り
は
な
い
。
二
十
世
紀
後
半
に
飛
躍
的
に

進
展
し
、
近
年
に
も
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る
最
新

の
研
究
状
況
の
紹
介
と
し
て
、
あ
る
い
は
参
照
・
批
判
の
た
め
の
準
拠
枠
と

し
て
、
多
く
の
人
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
望
み
た
い（

（10
（

。

M
auro RONZANI, Introduzione

M
aria Pia ALBERZONI,  “Regulariter vivere”: le nuove form

e duecentesche 

di m
onachesim

o fem
m

inile

Anna BEN
VENUTI, Percorsi di vita attraverso le fonti agiografiche

Eleonora RAVA, Il fenom
eno della reclusione: esperienze italiane ed 

europee

Cristina ANDENNA, Il fenom
eno delle “convertite” fra Italia e Europa

Giulia BARONE, Scelte della C
hiesa e delle C

hiese: il Papato e l’episcopato 

di fronte alla vita religiosa fem
m

inile nel D
ue e Trecento

M
arina GAZZINI, Vite fem

m
inili negli ospedali m

edievali tra religiosità e 

assistenza (Italia centro-settentrionale)

Alessandra BARTOLOM
EI ROM

AGNOLI, Il silenzio e la parola nella 
m

istica fem
m

inile

Isabella GAGLIARDI, Il rapporto uom
o donna e la direzione spirituale

M
arina BENEDETTI, O

n the road. La predicazione apostolica fem
m

inile 

nel M
edioevo

M
ichele BACCI, Funzioni delle im

m
agini nella vita spirituale fem

m
inile

Rosalba DI M
EGLIO

, E
sperienze religiose fem

m
inili nell’Italia 

m
eridionale

M
ichele PELLEGRINI, Esperienze della religiosità fem

m
inile in Toscana

Piero GUALTIERI, Poteri civili ed ecclesiastici ed esperienze religiose 
fem

m
inili a Pistoia fra D

ue e Trecento

Anna ESPO
SITO, Fra casa di fam

iglia e “casa” religiosa: esperienze 

fem
m

inili vissute fra D
ue e Q

uattrocento

M
aria Clara ROSSI, Religiosità e scelte testam

entarie fem
m

inili

Sofia BOESCH GAJANO, C
onclusioni

注（
１
） 
中
世
初
期
の
女
性
に
つ
い
て
は
、
研
究
入
門
と
し
てTiziana Lazzari, 

Le donne nell’alto M
edioevo (M

ilan: Bruno M
ondadori, 2010)
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を
参
照
。
中
世
全
体
に
関
す
る
よ
り
広
範
な
入
門
書
は
、Judith M

 
Bennett and Ruth M

azo Karras (eds.), The O
xford H

andbook 

of W
om

en and G
ender in M

edieval E
urope (O

xford: O
xford 

University Press, 2013). 

イ
タ
リ
ア
宗
教
史
に
お
け
る
女
性
に
関

す
る
通
史
と
し
て
は
、
や
や
古
典
的
だ
が
、Lucetta Scaraffi

a and 
Gabriella Zarri (eds.), D

onne e fede: santità e vita religiosa in 

Italia (Rom
a: Laterza, 1994) 

が
優
れ
て
い
る
。
英
訳
は
、Lucetta 

Scaraffi
a and Gabriella Zarri (eds.), W

om
en and Faith: C

atholic 

Religious Life in Italy from
 Late Antiquity to the Present, trans. 

Keith Botsford (Cam
bridge, M

A: H
arvard University Press, 

1999). 

（
２
）一
二
世
紀
よ
り
始
ま
る
信
仰
形
態
の
刷
新
は
、
伝
統
的
に
「
宗
教
運
動 

M
ovim

enti religiosi

」
と
呼
ば
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
の
イ
タ

リ
ア
史
学
は
、
何
ら
か
の
統
一
的
な
綱
領
や
組
織
、
志
向
性
を
想
像

さ
せ
る
「
運
動
」
と
い
う
語
が
誤
解
を
招
く
と
し
て
、
修
道
制
を
模

範
と
し
て
聖
俗
両
身
分
の
あ
い
だ
に
広
ま
っ
た
新
し
い
「
信
仰
生
活

／
信
仰
形
態
／
信
仰
実
践
」
を
総
称
す
る
新
た
な
分
析
概
念
と
し
て
、

Religiones novae

を
採
用
し
て
い
る
（
本
書p. 2

）。
筆
者
は
「
新
し

い
信
仰
」
と
い
う
訳
語
を
用
い
て
い
る
。

（
３
）
筆
者
は
、
い
わ
ゆ
る
後
期
中
世
の
「
神
秘
体
験
者M

ystics

」
に
対

し
て
「
預
言
者
」
と
い
う
分
析
概
念
を
用
い
て
の
接
近
を
試
み
て
い

る
も
の
の
、
本
書
で
は
「
神
秘
家
／
神
秘
体
験
者
／
神
秘
思
想
家 

M
istiche/m

istici

」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
内
容
紹
介

に
つ
い
て
は
、
そ
の
語
法
を
踏
襲
す
る
。

（
４
）  

イ
タ
リ
ア
の
史
学
史
一
般
に
お
け
る
「
女
性
／
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
問

題
に
つ
い
て
は
、Teresa Bertilotti (ed.), W

om
en’s H

istory at 

the C
utting Edge: An Italian Perspective (Rom

a: Viella, 2020).

が
、「
男
性
」
性
に
関
す
る
章
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
有
益
で
あ
る
。

日
本
語
で
は
、
勝
田
由
美
「
一
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
の
イ

タ
リ
ア
女
性
運
動
」、『
一
橋
論
叢
』
第
一
一
〇
巻 

（
一
九
九
三
年
）、

六
〇
〇-

六
一
二
頁
；
菊
川
麻
里
「
イ
タ
リ
ア
近
代
女
性
運
動
史
の

視
座
」、『
現
代
史
研
究
』第
四
八
巻（
二
〇
〇
三
年
）、二
一
〜
三
五
頁
；

同
「
性
差
か
ら
歴
史
を
語
る
：
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
女
性
史
と
『
ジ
ェ

ン
ダ
ー
』」、
姫
岡
と
し
子
他
著
『
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
探
究
⑪ 

ジ
ェ

ン
ダ
ー
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）、
三
〇
一
〜
三
〇
八

頁
を
参
照
。

（
５
）  

イ
タ
リ
ア
中
世
宗
教
史
研
究
に
つ
い
て
は
、
白
川
太
郎
「
イ
タ
リ
ア

中
世
宗
教
史
研
究
の
基
本
的
枠
組
：
宗
教
運
動
論
の
成
果
と
課
題
」『
早

稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
六
五
輯
（
二
〇
一
九
年
）、

四
九
九
〜
五
一
三
頁
を
、
イ
タ
リ
ア
史
学
史
一
般
は
、Giuseppe 

Galasso, Storia della storiografia italiana: un profilo (Bari: 
Laterza, 2017) 

を
参
照
。
ま
た
、Roberto Pertici, La cultura 

storica dell’Italia unita: saggi e interventi critici (Rom
a: Viella, 

2018) 

の
ヴ
ォ
ル
ペ
お
よ
び
ミ
ッ
コ
リ
に
関
す
る
章
も
有
益
。

（
６
） 一
般
に
「
女
性
解
放
運
動
」
の
語
は
、
英
米
圏
に
お
け
る
第
二
波
フ
ェ

ミ
ニ
ズ
ム
で
あ
るW

om
en's Liberation M

ovem
ent

の
訳
語
と
し

て
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
イ
タ
リ
ア
史
研
究
の
場
合
に
は
、
マ
ッ

ツ
ィ
ー
ニ
の
影
響
を
受
け
つ
つ
広
ま
っ
た
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
十

世
紀
初
頭
の
運
動
を
（
分
析
概
念
と
し
て
）「
女
性
解
放
運
動
／
主
義
」

em
ancipazionism

o fem
m

inile

な
ど
と
呼
称
し
て
い
る
。
本
稿
で
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は
、
イ
タ
リ
ア
独
自
の
文
脈
に
重
き
を
お
く
た
め
、
後
者
の
用
例
に

従
っ
て
「
女
性
解
放
」
の
用
語
を
使
用
す
る
。

（
７
）  
な
お
、他
地
域
に
関
し
て
は
、舟
橋
倫
子
（
低
地
地
方
）、三
浦
麻
美
（
ド

イ
ツ
）、
森
下
園
・
久
木
田
直
江
（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）
ら
に
よ
る
優
れ

た
研
究
や
紹
介
が
あ
る
。

（
８
）  

一
例
と
し
て
、
池
上
俊
一
『
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
運
動
』（
名
古

屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
９
）  

白
川
太
郎
「『
聖
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
・
ダ
・
コ
ル
ト
ー
ナ
』
の
誕
生
：
後

期
中
世
イ
タ
リ
ア
都
市
に
お
け
る
神
秘
体
験
者
・
崇
敬
・
表
象
」、『
比

較
都
市
史
研
究
』
第
三
八
巻
（
二
〇
一
九
年
）、
一
七
〜
四
三
頁; 

同

「
グ
リ
エ
ル
マ
と
マ
イ
フ
レ
ー
ダ
の
異
端
：
一
三
世
紀
末
ミ
ラ
ノ
に
お

け
る
信
仰
・
政
治
・
社
会
」『
西
洋
史
学
』
第
二
七
一
号
（
二
〇
二
一

年
）、
一
〜
二
一
頁; 

同
「
故
郷
に
お
け
る
預
言
者
：
キ
ア
ラ
・
ダ
・

モ
ン
テ
フ
ァ
ル
コ
を
め
ぐ
る
崇
敬
・
対
立
・
権
力
」、『
西
洋
中
世
研
究
』

第
一
三
号
（
二
〇
二
一
年
）、
七
九
〜
九
九
頁
を
あ
わ
せ
て
参
照
。
こ

れ
ま
で
の
論
考
で
は
明
確
に
言
語
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

筆
者
が
預
言
者
研
究
の
基
本
的
な
分
析
枠
と
し
て
設
定
し
て
い
る
の

は
、「
制
度
的
／
カ
リ
ス
マ
的
」
な
権
威
・
権
力
お
よ
び
「
霊
的
指
導

者
／
被
司
牧
者
」
の
関
係
で
あ
っ
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
人
的
結
合
・

実
践
・
表
象
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
無
数
の
要
素
の
ひ
と
つ
と
捉
え

て
い
る
（
上
記
の
対
立
項
が
後
期
中
世
に
お
い
て
完
全
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー

化
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
て
い
な
い
）。
た
だ
し
、
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
預
言
者
表
象
の
研
究
に
は
、
女
性
史
で
は
な
い
ま
で
も
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
視
角
を
補
助
的
に
導
入
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

（
10
）  

当
然
な
が
ら
、
中
世
に
お
け
る
女
性
の
信
仰
生
活
と
い
う
主
題
を
め
ぐ

る
歴
史
学
的
営
み
は
、
対
象
に
お
い
て
も
研
究
に
お
い
て
も
、
現
在

の
国
境
に
は
縛
ら
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
イ
タ

リ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
結
び
つ
い
て
成
立
し
た
宗
教

史
研
究
の
枠
組
が
、
他
方
で
は
イ
タ
リ
ア
の
事
例
へ
の
傾
注
が
、
歴

史
的
・
史
学
史
的
に
固
有
の
「
イ
タ
リ
ア
中
世
宗
教
史
研
究
に
お
け

る
女
性
」
の
主
題
・
研
究
史
を
成
立
さ
せ
て
い
る
の
も
間
違
い
が
な
い
。

本
書
に
お
い
て
も
、
ア
ン
デ
ン
ナ
や
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー

リ
、
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
の
論
考
が
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
に
考
察
を
広
げ
、

ア
ル
ベ
ル
ツ
ォ
ー
ニ
と
バ
ロ
ー
ネ
が
教
皇
庁
と
い
う
普
遍
的
権
威
を

扱
い
、
ラ
ー
ヴ
ァ
が
比
較
研
究
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
に
も

拘
ら
ず
、
そ
の
「
イ
タ
リ
ア
」
的
性
格
は
顕
著
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

こ
こ
で
は
敢
え
て
二
重
の
意
味
で
の
「
イ
タ
リ
ア
史
学
」
の
一
環
と

し
て
の
紹
介
に
徹
す
る
。
他
地
域
や
異
な
る
時
代
を
専
門
と
す
る
研

究
者
で
あ
れ
ば
、
筆
者
と
は
異
な
る
読
み
も
可
能
だ
ろ
う
。

（
11
） 

女
性
史
を
専
門
と
し
な
い
筆
者
が
あ
え
て
二
冊
目
以
降
を
挙
げ
る

と
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
論
集
が
い
ず
れ
も
優
れ
た
手
引
と
な
る
。

Scaraffia and Zarri, D
onne e fede; Daniel Bornstein and 

Roberto Rusconi (eds.), W
om

en and Religion in M
edieval and 

Renaissance Italy (Chicago: University of Chicago Press, 
1996); Gabriella Zarri (ed.), Il m

onachesim
o fem

m
inile in 

Italia dall’alto m
edioevo al secolo X

VII: a confronto con l’oggi ; 

atti del VI convegno del “Centro di Studi Farfensi”, Santa 
Vittoria in M

atenano 21-24 settem
bre 1995 (Verona: Il 

Segno dei Gabrielli ed., 1997); Anna Benvenuti Papi, “In 
castro poenitentiae”: santità e società fem

m
inile nell’Italia 
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m
edievale (Rom

a: H
erder, 1990); M

ario Sensi, Storie di 
bizzoche tra U

m
bria e M

arche (Rom
a: Edizioni di Storia e 

Letteratura, 1995); Id., M
ulieres in Ecclesia: storie di m

onache 

e bizzoche (Spoleto: Fondazione Centro italiano di studi 
sull’Alto M

edioevo, 2010).

（
12
） M

auro Ronzani, "Introduzione", Vita religiosa al fem
m

inile 

(secoli X
III-X

IV
): ventiseiesim

o Convegno internazionale 
di studi, Pistoia, 19-21 m

aggio 2017 (Rom
a: Viella, 2019), 

1–11. 

あ
わ
せ
て
、Alessandra Bartolom

ei Rom
agnoli, "Donne e 

uom
ini che scrivono di donne", Q

uaderni di storia religiosa 

m
edievale, 22:1 (2019), 143–68

を
参
照
。

（
13
） 近
世
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
聖
人
伝
的
史
料
の
編
纂
・
校
訂
お
よ
び
書

き
直
し
作
業
に
つ
い
て
は
、Gennaro Luongo (ed.), Erudizione 

e devozione: le raccolte di vite di santi in eta m
oderna e 

contem
poranea (Rom

a: Viella, 2000); Tom
m

aso Caliò, M
aria 

D
uranti and Raim

ondo M
ichetti (eds.), Italia sacra. Le 

raccolte di vite dei santi e l’inventio delle regioni (secc. X
V-

X
VIII) (Rom

a: Viella, 2014).

（
14
） 具
体
的
な
文
献
等
は
、
白
川
太
郎
「
グ
リ
エ
ル
マ
と
「
聖
霊
の
子
」：

研
究
史
的
試
論
」『
西
洋
史
論
叢
』
第
四
一
号
（
二
〇
一
九
年
）、

五
七
〜
七
二
頁
を
参
照
。
こ
の
「
異
端
」
に
対
す
る
筆
者
の
見
解
は
、

前
掲
拙
稿「
グ
リ
エ
ル
マ
と
マ
イ
フ
レ
ー
ダ
の
異
端
」を
参
照
。
な
お
、

同
じ
女
性
の
「
異
端
者
」
で
あ
っ
て
も
、
ド
ル
チ
ー
ノ
・
ダ
・
ノ
ヴ
ァ
ー

ラ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
さ
れ
た
マ
ル
ゲ
リ
ー
タ
・
ダ
・
ト
レ
ン
ト
は
、

悲
劇
の
ヒ
ロ
イ
ン
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。M

arina Benedetti, 

"M
argherita “la bella”?: la costruzione di un’im

m
agine tra 

storia e letteratura", Studi m
edievali, 50 (2009), 105–31.

（
15
） Gabriella Zarri, "Caterina Benincasa tra Siena e l’Europa", 
in Alessandra Bartolom

ei Rom
agnoli, Luciano Cinelli and 

Pierantonio Piatti (eds.), Virgo digna coelo: C
aterina e la sua 

eredità: raccolta di studi in occasione del 550° anniversario 

della canonizzazione di santa C
aterina da Siena (1461-2011) 

(Città del Vaticano: Libreria Editrice Vaticana, 2013), 27–
46.

（
16
） 

こ
こ
で
は
二
〇
一
〇
年
の
新
版
を
参
照
（
原
著
は
一
九
〇
七
年
の

論
文
を
も
と
に
、
一
九
二
二
年
に
出
版
）。Gioacchino Volpe, 

M
ovim

enti religiosi e sette ereticali nella società m
edievale 

italiana: secoli X
I-X

IV, Rep. (Rom
a: Donzelli, 2010). 

ヴ
ォ
ル
ペ

の
中
世
史
研
究
に
つ
い
て
は
、Cinzio Violante, G

ioacchino Volpe 

m
edievista (Brescia: M

orcelliana, 2017)

を
あ
わ
せ
て
参
照
。

 

（
17
） Gilles Gérard M

eerssem
an, D

ossier de l’O
rdre de la pénitence 

au X
IIIe siècle, 2nd ed. (Fribourg: Editions universitaires, 

1982); Attilio Bartoli Langeli, "I Penitenti a Spoleto nel 
Duecento", C

ollectanea Franciscana, 44 (1973), 303–30; Fausta 
Casolini, "I Penitenti francescani in “Leggende” e cronache 
del trecento", I frati penitenti di san Francesco nella società del 
D

ue e Trecento: atti del 2. Convegno di studi francescani, 
Rom

a, 12-13-14 ottobre 1976 (Rom
a: Istituto storico dei 

cappuccini, 1977), 69–86.

（
18
） Herbert Grundm

ann, Religiöse Bew
egungen im

 M
ittelalter; 
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U
ntersuchungen über die geschichtlichen Zusam

m
enhänge 

zw
ischen der K

etzerei, den B
ettelorden und der religiösen 

F
rauenbew

egung im
 12. und 13. Jahrhundert und über die 

geschichtlichen G
rundlagen der deutschen M

ystik (Berlin: 
Ebering, 1935).

（
19
） 一
例
と
し
て
、
小
澤
実
「
西
洋
中
世
の
民
衆
宗
教
運
動
：
グ
ル
ン
ト
マ

ン
以
降
」、『
ク
リ
オ
』
二
二
二
号
別
冊
（
二
〇
〇
八
年
）
九
〜
一
七

頁
。
イ
タ
リ
ア
史
学
に
軸
足
を
置
く
筆
者
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
グ

ル
ン
ト
マ
ン
を
中
心
と
す
る
小
澤
の
整
理
は
、
大
陸
圏
の
研
究
史
を

一
本
の
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
で
語
ろ
う
と
す
る
た
め
か
、
国
際
的
な
研
究
の

並
行
性
・
相
互
影
響
と
各
国
独
自
の
継
承
・
系
譜
の
比
重
が
前
者
に

偏
り
す
ぎ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
①
グ
ル
ン
ト
マ
ン
以
前
に
展
開
さ

れ
て
い
た
イ
タ
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
等
の
研
究
を
カ
ト
リ
ッ
ク
史
家
の

業
績
に
限
定
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
や
カ
ト
リ
ッ
ク
近
代
主
義
者

の
貢
献
を
見
落
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
②
ア
ナ
ー
ル
派
や

社
会
構
造
史
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
過
剰
に
評
価
し
て
い
る
、
と
い
う
不

満
が
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
逆
説
的
に
グ
ル
ン
ト
マ
ン
や
ア
ナ
ー

ル
派
本
来
の
功
績
（
そ
れ
が
大
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
）

を
埋
没
さ
せ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
草
創
期
の
宗
教
史
研
究

者
の
多
く
は
中
世
史
家
で
あ
る
と
同
時
に
近
世
史
家
・
近
代
史
家
で

あ
っ
て
、
中
世
史
の
業
績
の
み
を
手
が
か
り
と
し
た
研
究
史
整
理
に

は
限
界
が
あ
る
と
思
わ
れ
て
な
ら
な
い
（
小
澤
の
前
掲
稿
は
こ
の
点

に
は
配
慮
が
あ
る
）。

（
20
） 

そ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
小
田
内
隆
「〈
民
衆
異
端
〉
パ
ラ
ダ
イ
ム

の
再
検
討
：
二
項
対
立
を
越
え
て
」『
立
命
館
文
学
』
第
五
九
七
巻

（
二
〇
〇
七
年
）、
三
四
〜
四
九
頁
を
参
照
。

（
21
） 研
究
史
の
回
顧
と
し
て
は
、M

ario Sensi, "Le recluse nell’Italia 
di m

ezzo (secc. X
III e X

V
)", M

ulieres in E
cclesia: storie di 

m
onache e bizzoche (Spoleto: Fondazione Centro italiano 

di studi sull’A
lto M

edioevo, 2010), 3–70; Bartolom
ei 

Rom
agnoli, “D

onne e uom
ini che scrivono di donne”

が

幸
便
。
女
性
史
に
限
ら
な
け
れ
ば
、Giovanna Casagrande, 

"Il m
ovim

ento penitenziale francescano nel dibattito 
storiografico degli ultim

i 25 anni", Santi e santità 
nel m

ovim
ento penitenziale francescano dal D

uecento al 

C
inquecento: Atti del Convegno di Studi Francescani: 

Assisi, 11-12 febbraio 1998 (Rom
a: Franciscanum

, 1998), 
351–89; Alessandra Bartolom

ei Rom
agnoli, "I m

ovim
enti 

penitenziali alla fine del M
edioevo com

e problem
a 

storiografico", C
hiesa e storia, 6/7 (2016), 23–56. 

重
要
な
著

作
お
よ
び
研
究
集
会
報
告
集
は
、André Vauchez, La sainteté en 

O
ccident aux derniers siècles du M

oyen Age: d’après les procès 
de canonisation et les docum

ents hagiographiques (Rom
a: 

École française de Rom
e, 1981); S. C

hiara da M
ontefalco e il 

suo tem
po: Atti del 4. Convegno di studi storici ecclesiastici 

organizzato dall’Archidiocesi di Spoleto: Spoleto, 28-30 
dicem

bre 1981 (Firenze: La Nuova Italia, 1985); U
na santa, 

una città: atti del Convegno storico nel 5. centenario della 
venuta a Perugia di Colom

ba da Rieti: Perugia, 10-11-12 
novem

bre 1989 (Spoleto: Fondazione Centro italiano di 
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studi sull’Alto M
edioevo, 1991); Angela da Foligno terziaria 

francescana: Atti del Convegno storico nel 7. centenario 
dell’ingresso della beata Angela da Foligno nell’O

rdine 
francescano secolare (1291-1991): Foligno, 17-18 19 
novem

bre 1991 (Spoleto: Fondazione Centro italiano di 
studi sull’Alto M

edioevo, 1992)

な
ど
。

（
22
） Sensi, Storie di bizzoche; Id.  M

ulieres in E
cclesia; Giovanna 

Casagrande, Religiosità penitenziale e città al tem
po dei com

uni 
(Rom

a: Istituto Storico dei Cappuccini, 1995).

（
23
） 後
者
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、Dinora Corsi (ed.), D
onne cristiane 

e sacerdozio: dalle origini all’et?? contem
poranea (Rom

a: Viella, 
2006).

（
24
）  

本
書p. 31.

（
25
） 

ア
ル
ベ
ル
ツ
ォ
ー
ニ
は
、
サ
ク
ロ
・
ク
オ
ー
レ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学

教
授
。
ミ
ラ
ー
ノ
を
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
お
り
、
同
市
に
お
け

る
ウ
ミ
リ
ア
ー
テ
ィ
や
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
、
贖
罪
運
動
研
究
の
第

一
人
者
で
あ
る
。
ま
た
、
キ
ア
ラ
・
ダ
ッ
シ
ー
ジ
研
究
に
つ
い
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。
主
な
著
作
と
論
考
は
、M

aria Pia Alberzoni, 
Francescanesim

o a M
ilano nel D

uecento (M
ilano: Biblioteca 

francescana, 1991); Ead., C
hiara e il papato (M

ilano: 
Biblioteca francescana, 1995); Ead., "Chiara di Assisi e il 
francescanesim

o fem
m

inile", Francesco d’A
ssisi e il prim

o 

secolo di storia francescana (Torino: Einaudi, 1997), 203–35; 
Ead., "Papato e nuovi O

rdini religiosi fem
m

inili", Il Papato 
duecentesco e gli ordini m

endicanti: atti del X
X

V Convegno 

internazionale: Assisi, 13-14 febbraio 1998 (Spoleto: Centro 
Italiano di Studi Sull’Alto M

edioevo, 1998), 205–61

な
ど
。

（
26
） 

初
期
中
世
か
ら
一
三
世
紀
初
頭
ま
で
の
女
子
修
道
院
に
つ
い
て
は
、

Jean Leclercq, "Il m
onachesim

o fem
m

inile nei secoli X
II 

e X
III", M

ovim
ento religioso fem

m
inile e F

rancescanesim
o 

nel secolo X
III: Atti del 7 Convegno internazionale: Assisi, 

11-13 ottobre 1979 (A
ssisi: Società internazionale di 

studi francescani, 1980), 61–99; Veronica W
est-H

arling, 
"Fem

ale m
onasticism

 in Italy in the Early M
iddle Ages: new

 
questions, new

 debates", R
eti m

edievali, 20 (2019), 329–52

な
ど
を
参
照
。

（
27
） 

戒
律
な
き
律
修
生
活
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、Kaspar Elm

, 
"Vita regularis sine regula. Bedeutung, Rechtsstellung 
und Selbstverständnis des m

ittelalterlichen und 
frühneuzeitlichen Sem

ireligiosentum
s", in Frantisek 

Sm
ahel and Elisabeth M

üller-Luckner (eds.), H
äresie und 

vorzeitige R
eform

ation im
 Spätm

ittelalter (M
ünchen: R. 

Oldenbourg, 1998), 239–73

が
概
説
と
し
て
優
れ
て
い
る
。
英
訳

は
、Kaspar Elm

, "Vita regularis sine regula. The M
eaning, 

Legal Status and Self-Understanding of Late-M
edieval and 

Earry-M
odern Sem

i-Religious Life", in Jam
es D. M

ixson 
(ed.), R

eligious life betw
een Jerusalem

, the desert, and the 

w
orld: selected essays by K

aspar Elm
 (Leiden: Brill, 2016), 

277–316.

（
28
） 

教
皇
権
に
よ
る
女
性
の
「
新
し
い
信
仰
」
制
度
化
の
過
程
に
つ
い
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て
は
、
以
下
の
諸
研
究
を
参
照
。Edith Pásztor, "I papi del 

Duecento e Trecento di fronte alla vita religiosa fem
m

inile", 
Il m

ovim
ento religioso fem

m
inile in U

m
bria nei secoli X

III-

X
IV: Atti del convegno internazionale di studio nell’am

bito 
delle celebrazioni per l’VIII centenario della nascita di S. 
Francesco d’Assisi: Città di Castello, 27-28-29 ottobre 1982 
(Firenze: La Nuova Italia, 1984), 29–65; Alberzoni, “Papato e 
nuovi O

rdini religiosi fem
m

inili”; Sensi, M
ulieres in Ecclesia; 

Alison M
ore, Fictive O

rders and Fem
inine Religious Identities, 

1200-1600 (O
xford: O

xford University Press, 2018).

（
29
）  

本
書p. 30.

（
30
）  

ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
テ
ィ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
元
教
授
。
ト
ス
カ
ー
ナ

地
方
と
都
市
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
女
性
の
贖
罪
運
動
や
「
聖

人
」
研
究
に
関
す
る
権
威
で
あ
る
。
主
著
は
、Benvenuti Papi, In 

castro poenitentiae; Ead., Sante donne di Toscana: il M
edioevo 

(Firenze: Sism
el Edizioni del Galluzzo, 2018)

な
ど
。
な
お
、

聖
人
伝
的
史
料
か
ら「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
」を
抽
出
す
る
試
み
と
し
て
は
、

「
聖
人
」
と
し
て
崇
敬
さ
れ
た
対
象
に
限
定
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、

Donald W
einstein and Rudolph M

. Bell, Saints &
 Society: 

The Tw
o W

orlds of W
estern C

hristendom
,1000-1700 (Chicago: 

U
niversity of Chicago Press, 1982); M

ichael G
oodich, 

Vita Perfecta, the Ideal of Sainthood in the Thirteenth C
entury 

(Stuttgart: H
iersem

ann, 1982).

が
あ
る
。

（
31
）
い
わ
ゆ
る
「
市
民
的
宗
教
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。

André Vauchez (ed.), La religion civique à l’époque m
édiévale 

et m
oderne (C

hrétienté et Islam
): Actes du colloque organisé 

par le Centre de recherche “H
istoire sociale et culturelle 

de l’O
ccident. X

IIe-X
V

IIIe siècle” de l’Université de Paris 
X-Nanterre et l’Institut universitaire de France (Nanterre, 
21-23 juin 1993) (Rom

a: École française de Rom
e, 1995); 

Gabriela Signori, "Religion civique – Patriotism
e urbain", 

H
istoire urbaine, 27:1 (2010), 9–20; Patrick Boucheron, 

"Religion Civique, Religion Civile, Religion Séculière: L’om
bre 

d’un doute", Revue de Synthèse, 134:2 (2013), 161–83; Giorgio 
Chittolini, L’Italia delle civitates: grandi e piccoli centri fra 
M

edioevo e R
inascim

ento (Rom
a: Viella, 2015); A

ndrew
 

Brow
n, "Civic religion in late m

edieval Europe",  Journal of 
M

edieval H
istory, 42:3 (2016), 338–56. 

ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
テ
ィ

も
、
以
前
の
論
考
で
は
「
市
民
的
崇
敬
」
の
用
語
を
用
い
て
い
る
。

Anna Benvenuti Papi, "Culti civici: un confronto europeo", 
in Sergio Gensini (ed.), Vita religiosa e identità politiche: 
universalità e particolarism

i nell’E
uropa del tardo m

edioevo 
(O

spedaletto (Pisa): Pacini, 1998), 181–214; Ead., "La civiltà 
urbana", Storia della santità nel cristianesim

o occidentale 
(Rom

a: Viella, 2005), 157–222.

（
32
）
こ
の
托
鉢
修
道
会
に
よ
る
聖
人
伝
的
史
料
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
利
用

と
い
う
枠
組
に
つ
い
て
は
、Vauchez, La sainteté en O

ccident

を

参
照
。
そ
れ
に
対
し
て
疑
念
を
呈
し
て
い
る
の
は
、Giulia Barone, 

"Le proposte agiografiche degli ordini m
endicanti tra 

radicam
ento locale e dim

ensione sovranazionale", in Sergio 
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Gensini (ed.), Vita religiosa e identità politiche: universalità e 
particolarism

i nell’Europa del tardo m
edioevo (O

spedaletto: 
Pacini, 1998), 163–80.

（
33
）
ラ
ー
ヴ
ァ
は
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー
ズ
大
学
名
誉
研
究
員
。
イ
タ
リ

ア
の
中
世
宗
教
史
研
究
を
今
後
牽
引
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
若
手
の
ひ

と
り
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
遺
言
史
料
を
利
用
し
た
信
仰
文
化

研
究
お
よ
び
ロ
ー
ザ
・
ダ
・
ヴ
ィ
テ
ル
ボ
関
連
史
料
の
編
纂
・
研
究

で
知
ら
れ
る
他
、
近
年
は
籠
居
女
性
に
関
す
る
比
較
研
究
を
進
め
て

い
る
。
主
要
な
論
文
と
し
て
、Eleonora Rava, "Le testataci e le 

recluse: il fenom
eno della reclusione urbana nei testam

enti 
delle donne pisane (secoli X

III-X
IV)", in M

ariaclara Rossi 
(ed.), M

argini di libertà: testam
enti fem

m
inili nel M

edioevo: 
atti del Convegno internazionale, Verona, 23-25 ottobre 
2008 (Verona: Cierre, 2010), 311–32; Ead., "Erem

ite in città. 
Il fenom

eno della reclusione urbana fem
m

inile nell’età 
com

unale: il caso di Pisa", Revue M
abillon. Ser. N

S, 21 (2010), 
139–62; Ead., "Le recluse e il Corpus Dom

ini", Antonianum
, 

89 (2014), 277–99; Ead., "Le ‘celle’ e frate Elia", Frate Elia e 
C

ortona. Società e religione nel XIII secolo (Spoleto: Fondazione 
Centro italiano di studi sull’Alto M

edioevo, 2018), 115–32

な

ど
が
あ
る
。

（
34
）
籠
居
現
象
に
つ
い
て
は
、
イ
タ
リ
ア
に
つ
い
て
、Casagrande, 

Religiosità penitenziale e città al tem
po dei com

uni, 

を
、
現
時
点

で
の
国
際
的
な
比
較
はAnneke B. M

ulder-Bakker, Lives of the 
Anchoresses: The Rise of the U

rban Recluse in M
edieval Europe 

(Philadelphia, PA: University of Pennsylvania Press, 2005); 
Liz H

erbert M
cAvoy (ed.), Anchoritic Traditions of M

edieval 

Europe (W
oodbridge: Boydell Press, 2010) 

を
参
照
。
日
本
語
で

は
、
米
田
潔
弘
「
イ
タ
リ
ア
」
河
原
温
・
池
上
俊
一
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

中
近
世
の
兄
弟
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
、
二
三
〜
七
〇

頁
を
参
照
。

（
35
）
ア
ン
デ
ン
ナ
は
二
〇
二
〇
年
よ
り
グ
ラ
ー
ツ
大
学
教
授
。
一
一
〜

一
二
世
紀
の
律
修
聖
堂
参
事
会
運
動
研
究
か
ら
出
発
し
、
近
年
は
女
性

の
信
仰
生
活
や
托
鉢
修
道
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
な
ど
、
多
様
な

テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
主
著
・
論
考
は
、Cristina Andenna, 

M
ortariensis Ecclesia: una congregazione di canonici regolari in 

Italia settentrionale tra XI e XII secolo (Berlin: Lit, 2007); Ead., 
"Da m

oniales novarum
 penitentium

 a sorores ordinis Sancte 
M

arie de Valle Viridi. Una form
a di vita religiosa fem

m
inile 

fra O
riente e O

ccidente (secoli X
III-X

V
)", in Francesco 

Panarelli (ed.), D
a Accon a M

atera Santa M
aria la N

ova, un 

m
onastero fem

m
inile tra dim

ensione m
editerranea e identità 

urbana (X
III-X

V
I secolo) (Berlin: Lit, 2012), 59–130; Ead., 

"Fam
iliäre Nähe und Distanz in der franziskanischen W

elt 
des 13. Jahrhunderts", Saeculum

, 68:2 (2018), 321–42; Ead., 
"Canonici Regolari e «m

ondo» dell’O
sservanza. Riflessioni 

e spunti di ricerca", M
élanges de l’École française de Rom

e - 

M
oyen Âge, 130–2, 2018.

（
36
）
ロ
ベ
ー
ル
・
ダ
ル
ブ
リ
ッ
セ
ル
に
つ
い
て
は
、
杉
崎
泰
一
郎
『
一
二
世

紀
の
修
道
院
と
社
会
』（
原
書
房
、
一
九
九
九
年[

改
訂
版
二
〇
〇
五
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年]

）
を
参
照
。
中
世
の
娼
婦
一
般
に
つ
い
て
は
、
日
本
語
で
ジ
ャ
ッ

ク
・
ロ
シ
オ
（
阿
部
謹
也
・
土
浪
博
訳
）『
中
世
娼
婦
の
社
会
史
』（
筑

摩
書
房
、
一
九
九
二
年
）
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
問

題
と
深
く
関
わ
る
研
究
と
し
て
、Katherine Ludw

ig Jansen, The 
M

aking of the M
agdalen: Preaching and Popular D

evotion in the 

Later M
iddle Ages (Princeton, NJ: Princeton University Press, 

1996)

が
あ
る
。

（
37
） 

詳
細
は
、Andenna, “Da m

oniales novarum
 penitentium

 a 
sorores ordinis Sancte M

arie de Valle Viridi. Una form
a di 

vita religiosa fem
m

inile fra O
riente e Occidente (secoli XIII-

XV)”. 

（
38
）
バ
ロ
ー
ネ
は
ロ
ー
マ
大
学
サ
ピ
エ
ン
ツ
ァ
教
授
。
本
章
に
見
ら
れ

る
教
皇
権
と
「
新
し
い
信
仰
」
や
都
市
ロ
ー
マ
の
信
仰
社
会
史
な
ど

を
専
門
と
し
て
い
る
。
主
要
な
論
文
は
、Giulia Barone, D

a frate 

Elia agli spirituali (M
ilano: Biblioteca francescana, 1999)

に

収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
39
）
こ
の
第
三
会
制
度
化
を
め
ぐ
る
諸
問
題
は
、Raffaele Pazzelli and 

Lino Tem
perini (eds.), La “Supra M

ontem
” di N

iccolò IV (1289): 

genesi e diffusione di una regola: atti del 5 Convegno di Studi 
Francescani, Ascoli Piceno, 26-27 ottobre 1987 (Rom

a: Ed. 
Analecta T.O.R., 1988)

を
参
照
。

（
40
）
禁
域
と
い
う
言
葉
は
、
本
来
な
ら
ば
「
そ
の
内
部
に
入
る
こ
と
」
が

禁
止
さ
れ
た
領
域
を
指
す
も
の
の
、
女
子
修
道
院
の
事
例
で
は
「
そ

の
内
部
か
ら
（
女
性
た
ち
が
）
出
ら
な
い
こ
と
」
に
も
大
き
な
意

味
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
禁
域
の
強
制
を
め
ぐ
る
法
・
制
度
と
実

践
に
つ
い
て
は
、Elizabeth M

 M
akow

ski, C
anon Law

 and 

C
loistered W

om
en: Periculoso and Its C

om
m

entators, 1298-1545 
(W

ashington: Catholic University of Am
erica Press, 1997); 

Ead., A Pernicious Sort of W
om

an: Q
uasi-Religious W

om
en and 

C
anon Law

yers in the Later M
iddle Ages (W

ashington D.C.: The 
Catholic University of Am

erica Press, 2005) 

お
よ
び
、
よ
り
一

般
的
に
はM

ore, Fictive O
rders and Fem

inine Religious Identities, 
1200-1600

を
参
照
。

（
41
）
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
サ
ン
タ
ニ
ェ
ー
ゼ
に
つ
い
て
は
、Angelita Roncelli, 

"Dom
enico, Diana, Giordano: la nascita del m

onastero di 
Sant’Agnese in Bologna", in Gabriella Zarri and Gianni 
Festa (eds.), Il velo, la penna e la parola: le dom

enicane: storia, 

istituzioni e scritture, (Firenze: N
erbini, 2009), 71–91

を

参
照
。
モ
ン
テ
フ
ァ
ル
コ
の
事
例
は
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る

が
、
史
料
編
を
含
む
次
の
論
考
が
基
本
的
。M

ario Sensi, "La 
m

onacazione delle recluse nella valle Spoletina", Santa 
C

hiara da M
ontefalco e il suo tem

po: Atti del 4. Convegno di 
studi storici ecclesiastici organizzato dall’Archidiocesi di 
Spoleto: Spoleto, 28-30 dicem

bre 1981 (Firenze: La Nuova 
Italia, 1985), 71–121. 

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
女
子
修
道
院
に
つ
い

て

は
、Silvia Carraro, La laguna delle donne il m

onachesim
o 

fem
m

inile a Venezia tra IX e XIV secolo, (Pisa: Pisa University 
Press, 2015) 

を
参
照
。
ま
た
、
司
教
に
よ
る
女
性
の
信
仰
生
活
の
制

度
化
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ナ
・
カ
ー
サ
グ
ラ
ン
デ
が
提
示
す

る
チ
ッ
タ
・
デ
ィ
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
の
事
例
が
興
味
深
い
。Giovanna 
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Casagrande, "Form
e di vita religiosa fem

m
inile nell’area di 

Città di Castello nel sec. XIII",  Il m
ovim

ento religioso fem
m

inile 

in U
m

bria nei secoli XIII-XIV: Atti del convegno internazionale 
di studio nell’am

bito delle celebrazioni per l’VIII centenario 
della nascita di S. Francesco d’Assisi: Città di Castello, 27-
28-29 ottobre 1982 (Firenze: La Nuova Italia, 1984), 123–
57.

（
42
）
ガ
ッ
ツ
ィ
ー
ニ
は
ミ
ラ
ー
ノ
大
学
教
授
。
一
九
九
〇
年
代
よ
り
一
貫
し

て
中
世
北
イ
タ
リ
ア
（
特
に
エ
ミ
ー
リ
ア
地
方
と
ミ
ラ
ー
ノ
）
に
お

け
る
兄
弟
会
や
施
療
院
の
問
題
を
研
究
し
て
き
た
。
主
著
はM

arina 
Gazzini, C

onfraternite e società cittadina nel m
edioevo italiano 

(Bologna: Clueb, 2006). 

編
著Ead. (ed.), Studi confraternali: 

orientam
enti, problem

i, testim
onianze (Firenze: Firenze 

University Press, 2009) 

は
、
イ
タ
リ
ア
中
近
世
に
お
け
る
兄
弟
会

研
究
の
現
在
の
基
本
書
。

（
43
）
中
世
イ
タ
リ
ア
半
島
北
中
部
の
施
療
院
に
つ
い
て
は
、
以
下
の

論
集
が
出
発
点
と
な
る
。O

spedali e città: l’Italia del C
entro-

N
ord, X

III-X
V

I secolo: atti del convegno internazionale di 
studio tenuto dall’Istituto degli Innocenti e Villa i Tatti (the 
H

arvard University Center for Italian Renaissance Studies): 
Firenze 27-28 aprile 1995 (Firenze: Le Lettere, 1997). 

英
語

で
は
、Augustine Thom

pson, C
ities of G

od: The Religion of the 

Italian C
om

m
unes 1125-1325 (University Park, PA: Penn State 

University Press, 2005); Sally M
ayall Brasher, H

ospitals and 

C
harity: Religious C

ulture and C
ivic Life in M

edieval N
orthern 

Italy (M
anchester: M

anchester University Press, 2017) 

が
有

益
。
た
だ
し
、前
者
の
研
究
史
整
理
お
よ
び
後
者
の
単
純
な
「
世
俗
化
」

論
的
枠
組
に
は
首
を
か
し
げ
る
点
も
多
い
。

（
44
）
労
働
と
慈
善
を
美
徳
と
す
る
「
聖
人
」
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
古
典
的

なAndré Vauchez, "Une nouveauté du XIIe siècle: Les saints 
laics de l’Italie com

m
unale",  L’Europa dei secoli X

I e X
II fra 

novità e tradizione: sviluppi di una cultura: Atti della decim
a 

Settim
ana internazionale di studio: M

endola, 25-29 agosto 
1986 (M

ilano: Vita e Pensiero, 1989), 57–80

を
参
照
。

（
45
）
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
は
、
教
皇
庁
立
グ
レ
ゴ
リ
ア
ー
ナ
大

学
教
授
。
現
在
の
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
女
性
神
秘
家
と
「
聖
人
」
な

ど
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
最
も
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
い
る
第
一
人

者
で
あ
る
。
近
年
は
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・
ダ
・
フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ
に
関
す
る

取
り
組
み
が
目
立
つ
。
主
著
で
あ
る
論
集Alessandra Bartolom

ei 
Rom

agnoli, Santità e m
istica fem

m
inile nel M

edioevo (Spoleto: 
Fondazione Centro italiano di studi sull’Alto M

edioevo, 
2013)

は
、
今
日
の
基
本
書
で
あ
る
。

（
46
）
身
体
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
自

身
の
論
考
お
よ
び
バ
イ
ナ
ム
の
古
典
的
名
著
を
参
照
。Alessandra 

Bartolom
ei Rom

agnoli, "La questione del corpo nella m
istica 

fem
m

inile m
edievale", in M

. Chiaia (ed.), Il dolce canto del 
cuore: donne m

istiche da H
ildegard a Sim

one W
eil (M

ilano: 
A

ncora, 2004), pp. 35–60; Ead., "Eucaristia ed estasi: 
propaganda clericale e visioni nel X

III secolo", in Laura 
Andreani and Agostino Paravicini Bagliani (eds.), “Il C

orpus 
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D
om

ini”: teologia, antropologia e politica (Firenze: SISM
EL 

Edizioni del Galluzzo, 2015), 73–101; Caroline W
alker 

Bynum
, The Ressurection of the Body in W

estern C
hristianity, 

200-1336 (New
 York: Colum

bia University Press, 1995).

（
47
）
近
世
に
お
け
る
「
神
秘
体
験
の
言
語
」
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
バ
ル

ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
も
引
用
す
るM

ichel De Certeau, La 
fable m

ystique: X
VI-X

VIIe siècle (Paris: Gallim
ard, 1982)

が
興

味
深
い
。

（
48
）
中
世
イ
タ
リ
ア
の
女
性
「
神
秘
家
聖
人
」
と
い
う
テ
ー
マ
へ
の
導
入

と
し
て
、
今
日
最
良
の
概
説
はIsabella Gagliardi, "M

istiche, pie 
convertite e clientele. Gli spazi dei “poteri non form

alizzati” 
nelle città italiane tra X

III e X
V secolo", in Alessandra 

Bartolom
ei Rom

agnoli, Ugo Paoli and Pierantonio Piatti 
(eds.), H

agiologica: studi per Réginald G
régoire (Fabriano: 

M
onastero San Silvestro Abate, 2012), 1033–48. 

ま
た
、
バ
ル

ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
の
主
著
に
加
え
て
、
以
下
の
著
作
・
論

考
を
参
照
。Anna Benvenuti Papi, "La santità al fem

m
inile: 

funzioni e rappresentazioni tra m
edioevo ed età m

oderna", 
Les fonctions des saints dans le m

onde occidental, 3.-13. siècle: 
Actes du colloque organisé par l’École française de Rom

e 
avec le concours de l’Université de Rom

e La Sapienza (Rom
e, 

27-29 octobre 1988) (Rom
a: Viella, 1991), 467–88; Peter 

Dinzelbacher, "Nascita e funzione della santità m
istica alla 

fine del m
edioevo centrale", Ivi. (Rom

a: Viella, 1991), 489–
506; Peter Dinzelbacher, Dieter R. Bauer and M

arco Vannini 

(eds.), M
ovim

ento religioso e m
istica fem

m
inile nel M

edioevo 
(Torino: Edizioni paoline, 1993); A

lastair M
innis and 

Rosalynn Voaden (eds.), M
edieval H

oly W
om

en in the C
hristian 

Tradition, c.1100 - c.1500 (Turnhout: Brepols, 2010); 

（
49
）
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
神
秘
体
験
者
＝
「
聖
女
」
の
問

題
は
新
大
陸
へ
も
及
ぶ
。
以
下
の
二
冊
が
優
れ
た
導
入
と
思
わ
れ
る
。

Kathleen Ann M
yers, N

either Saints N
or Sinners: W

riting the 

Lives of W
om

en in Spanish Am
erica (O

xford: O
xford University 

Press, 2003); Allan Greer and Jodi Bilinkoff (eds.), C
olonial 

Saints: D
iscovering the H

oly in the Am
ericas, 1500-1800 (London: 

Routledge, 2015).

（
50
）
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
は
、
ア
ル
プ
ス
以
北
の
女
性
神
秘

家
に
匹
敵
す
る
思
想
を
組
み
立
て
た
著
作
者
と
し
て
、
ア
ン
ジ
ェ
ラ
・

ダ
・
フ
ォ
リ
ー
ニ
ョ
の
み
を
あ
げ
て
い
る
。
史
料
と
し
てEnrico 

M
enestò (ed.), Il “Liber” della beata Angela da Foligno (Spoleto: 

Fondazione Centro italiano di studi sull’alto M
edioevo, 

2009). 

基
本
的
な
研
究
文
献
と
し
て
、Giulia Barone and 

Jacques Dalarun (eds.), Angèle de Foligno: le dossier (Rom
a: 

École Française de Rom
e, 1999); Angela da Foligno, terziaria 

francescana; M
assim

o Vedova and Alessandra Bartolom
ei 

Rom
agnoli (eds.), A

ngela e B
onaventura: dalla teologia 

spirituale alla esperienza di D
io (Spoleto: Fondazione Centro 

Italiano di Studi sull’Alto M
edioevo, 2020) 

な
ど
を
参
照
。

（
51
）
一
五
世
紀
以
降
の
キ
ア
ラ
会
や
女
子
修
道
院
に
お
け
る
文
化
的
活
動

に
つ
い
て
は
、Gianna Pom

ata and Gabriella Zarri (eds.), I 
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m
onasteri fem

m
inili com

e centri di cultura fra Rinascim
ento e 

Barocco: atti del convegno storico internazionale, Bologna, 
8-10 ottobre 2000 (Rom

a: Edizioni di storia e letteratura, 
2005); Pietro M

essa, Angela Em
m

anuela Scandella and 
M

ario Sensi (eds.), C
ultura e desiderio di D

io: l’U
m

anesim
o 

e le C
larisse dell’O

sservanza: atti della II giornata di studio 
sull’O

sservanza Francescana al fem
m

inile : 10 novem
bre 

2007, M
onastero Clarisse S. Lucia, Foligno (S. M

aria degli 
Angeli: Porziuncola, 2009) 

収
録
の
各
論
考
を
参
照
。
合
わ
せ

て
、Gabriella Zarri, "M

onasteri fem
m

inili e città (secoli XV-
XVIII)", in Giorgio Chittolini and Giovanni M

iccoli (eds.), La 
C

hiesa e il potere politico dal m
edioevo all’età contem

poranea, 
(Torino: Einaudi, 1989), 359–429

の
概
説
も
有
用
。

（
52
）Alessandra Bartolom

ei Rom
agnoli, "M

istica e costruzione 
della m

em
oria: da Chiara da M

ontefalco a Francesca 
Rom

ana", C
hiesa e storia, 2 (2012), 109–35.

（
53
）W

endy Love Anderson, The D
iscernm

ent of Spirits: Assessing 

Visions and Visionaries in the Late M
iddle Ages (Tübingen: M

ohr 
Siebeck, 2011).

（
54
）
本
書p. 128.

（
55
）
ガ
リ
ャ
ル
デ
ィ
は
、
現
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学SAGAS

准
教
授
。
ジ
ェ

ズ
ア
ー
テ
ィ
会
、「
聖
な
る
狂
人
」
お
よ
び
ト
ス
カ
ー
ナ
の
地
域
史
研

究
（
サ
ン
・
ジ
ミ
ニ
ャ
ー
ノ
）
で
知
ら
れ
て
い
る
。
主
著
と
し
て
は
以

下
が
あ
る
。Isabella Gagliardi, I Pauperes yesuati tra esperienze 

religiose e conflitti istituzionali (Rom
a: H

erder, 2004); Ead., 

Li trofei della croce: l’esperienza gesuata e la società lucchese 

tra M
edioevo ed età m

oderna (Rom
a: Edizioni di storia e 

letteratura, 2005); Ead., “N
ovellus pazzus”: storie di santi 

m
edievali tra il M

ar C
aspio e il M

ar M
editerraneo (secc. IV-XIV) 

(Firenze: Società editrice fiorentina, 2017). 

次
の
書
評
も
参
照
。

白
川
太
郎
「Isabella Gagliardi, «Novellus pazzus»: storie di 

santi m
edievali tra il M

ar Caspio e il M
ar M

editerraneo (secc. 
IV-XIV), Firenze: Società editrice fiorentina, 2017

」、『
エ
ク

フ
ラ
シ
ス
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究
』
第
一
〇
号
（
二
〇
二
〇
年
）、

一
八
四
〜
一
九
五
頁
。

（
56
）
霊
的
指
導Direzione spirituale

と
い
う
用
語
は
、
対
抗
宗
教
改
革

以
降
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
近
年「
霊

的
同
伴
」
の
訳
語
が
用
い
ら
れ
る
（
霊
的
な
事
柄
に
つ
い
て
は
主
の
み

が
唯
一
の
指
導
者
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
基
づ
く
）。
歴
史
学
に
お
い

て
は
、
古
代
か
ら
中
世
へ
至
る
信
徒
・
信
徒
共
同
体
へ
の
教
導
・
教
育
・

統
率
を
分
析
概
念
と
し
て
「
霊
的
指
導
」
と
呼
称
し
て
い
る
。
導
入
的

な
基
本
書
と
し
てGabriella Zarri, U

om
ini e donne nella direzione 

spirituale (secc. XIII-X
VI) (Spoleto: Fondazione Centro Italiano 

di Studi sull’Alto M
edioevo, 2016); M

ichela Catto (ed.), La 
direzione spirituale tra M

edioevo ed età m
oderna: percorsi di 

ricerca e contesti specifici (Bologna: Il m
ulino, 2004) 

を
、
古

代
か
ら
近
世
へ
至
る
通
史
的
な
概
説
論
集
と
し
て
、Giovanni 

Filoram
o, Gabriella Zarri and Sofia Boesch Gajano (eds.), 

Storia della direzione spirituale, 3 vols. (Brescia: M
orcelliana, 

2006-2010)
を
参
照
。
特
に
後
者
の
第
一
巻
序
文
で
は
方
法
論
的
な
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定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、二
つ
の
論
集
に
は
、い
ず
れ
も
ガ
リ
ャ

ル
デ
ィ
の
寄
稿
が
あ
る
。
彼
女
自
身
の
方
法
論
的
論
考
と
し
て
、Ead., 

"La direzione spirituale com
e oggetto storico: riflessioni 

storiografiche e problem
i di m

etodo tra M
edioevo ed Età 

M
oderna", Direzione spirituale e agiografia. Dalla biografia 

classica alle vite dei santi dell’età m
oderna (Alessandria: 

Edizioni dell’O
rso, 2008), pp. 207–16

を
参
照
。

（
57
）
イ
タ
リ
ア
半
島
の
司
牧
史
に
お
け
る
第
四
ラ
テ
ラ
ノ
公
会
議
の
意

義
に
つ
い
て
、Pievi e parrocchie in Italia nel basso M

edioevo, 

sec. X
III-X

V: atti del VI Convegno di storia della Chiesa in 
Italia: Firenze, 21-25 settem

bre 1981, 2 vols. (Rom
a: H

erder, 
1984); Il Lateranense IV: le ragioni di un concilio: atti del 
LIII Convegno storico internazionale, Todi, 9-12 ottobre 
2016, 2017

を
参
照
（
特
に
前
者
の
第
一
巻
）。
托
鉢
修
道
会
と
聴

罪
に
つ
い
て
、
特
に
イ
タ
リ
ア
の
事
例
に
着
目
し
た
も
の
と
し
て
、

D
alla penitenza all’ascolto delle confessioni: il ruolo dei frati 

m
endicanti: atti del X

X
III convegno internazionale, Assisi, 

12-14 ottobre 1995 (Spoleto: Fondazione Centro Italiano di 
Studi sull’Alto M

edioevo, 1996)

を
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
と

す
る
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
視
点
と
し
て
、Ronald J Stansbury (ed.), 

A C
om

panion to Pastoral C
are in the Late M

iddle Ages (1200-

1500) (Leiden: Brill, 2010); Peter Biller (ed.), H
andling Sin: 

C
onfession in the M

iddle Ages (W
oodbridge: York M

edieval 
Press, 2013); W

illiam
 H

. Cam
pbell, The Landscape of Pastoral 

C
are in Thirteenth-C

entury England (Cam
bridge: Cam

bridge 

University Press, 2018)

を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
。

（
58
）
聴
罪
司
祭
と
「
聖
な
る
女
性
」
の
関
係
を
広
範
に
論
じ
た
も
の
と
し
て
、

John W
 Coakley, W

om
en, M

en, and Spiritual Pow
er: Fem

ale 

Saints and Their M
ale C

ollaborators (N
ew

 York: Colum
bia 

University Press, 2006) 

が
優
れ
て
い
る
。
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ダ
・

シ
エ
ー
ナ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
冊
が
研
究
の
出
発
点
と

な
る
。F. Thom

as Luongo, The Saintly Politics of C
atherine of 

Siena (Ithaca, N
Y: Cornell University Press, 2006); Carolyn 

M
uessig, George Ferzoco and Beverly M

ayne Kienzle (eds.), 
A

 C
om

panion to C
atherine of Siena (Leiden: Brill, 2012); 

Alessandra Bartolom
ei Rom

agnoli, Luciano Cinelli and 
Pierantonio Piatti (eds.), Virgo digna coelo: C

aterina e la sua 

eredità: raccolta di studi in occasione del 550

° anniversario 
della canonizzazione di santa Caterina da Siena (1461-2011) 
(Città del Vaticano: Libreria Editrice Vaticana, 2013).

（
59
）
ジ
ェ
ズ
ア
ー
テ
ィ
の
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
掲
の
ガ

リ
ャ
ル
デ
ィ
の
主
著
に
加
え
、Isabella Gagliardi, "Tradizione 

agostiniana e tradizione gesuata", in Sofia Boesch Gajano 
(ed.), Storia della direzione spirituale II: L’età m

edievale 
(Brescia: M

orcelliana, 2010), 425–556; Ead., "Il paradosso 
dell’elezione divina: libertà e obbedienza nella trattatistica 
spirituale del tardo M

edioevo", in M
.D. Garfagnini (ed.), 

Strum
enti e strategie della com

unicazione scritta in Europa fra 

M
edioevo ed età m

oderna (Firenze: Firenze University Press, 
2017), pp. 1–28.

を
参
照
。
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（
60
）
ド
ミ
ー
ニ
チ
か
ら
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
、
ド
メ
ニ
カ
・
ダ
・
パ
ラ
デ
ィ
ー

ゾ
へ
至
る
ド
メ
ニ
コ
会
改
革
派
の
問
題
は
、
近
年
の
ガ
リ
ャ
ル
デ
ィ

の
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。Isabella Gagliardi, "Il “Libro d’am

or di 
charità” di Giovanni Dom

inici: alcune tracce per una lettura", 
in G.C. Garfagnini and G. Picone (eds.), Verso Savonarola: 
m

isticism
o, profezia, em

piti riform
istici fra M

edioevo ed Età 

m
oderna (Firenze: Sism

el Edizioni del Galluzzo, 1999), pp. 
47–81; Ead., "Giovanni Dom

inici e Antonino Pierozzi: dal 
m

aestro al discepolo", in Luciano Cinelli and M
aria Pia Paoli 

(eds.), Antonino P
ierozzi O

P (1389-1459): la figura e l’opera 

di un santo arcivescovo nell’Europa del Q
uattrocento: atti del 

Convegno internazionale di studi storici (Firenze, 25-28 
novem

bre 2009) (Firenze: N
erbini, 2013), 167–84; Ead., 

"Giovanni Dom
inici e Bartolom

ea degli Alberti: divergenti 
convergenze tra un frate dom

enicano e un’aristocratica a 
Firenze nel prim

o Q
uattrocento", Archivio Italiano per la Storia 

della Pietà, 2019, 241–68; Ead., "Q
uare sennones faceret, 

cum
 m

ulieribus predicare non liceret: suor Dom
enica da 

Paradiso, una “predicatrice” nella Firenze del XVI secolo", in 
P. Piatti (ed.), C

aterina da Siena e la vita religiosa fem
m

inile: un 

percorso dom
enicano (Rom

a: Cam
pisano Editore, 2020), pp. 

315–48. 

カ
ッ
フ
ァ
リ
ー
ニ
の
聖
人
伝
的
史
料
編
纂
事
業
は
、
今
後
さ

ら
な
る
取
り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
以
下
の
二
つ
の
論

考
が
出
発
点
と
な
る
。Fernanda Sorelli, "Im

itable sanctity: the 
legend of M

aria of Venice", in Daniel Bornstein and Roberto 

Rusconi (eds.), W
om

en and Religion in M
edieval and Renaissance 

Italy (Chicago: University of Chicago Press, 1996), 165–81; 
Silvia Nocentini, "Lo “scriptorium

” di Tom
m

aso Caffarini a 
Venezia", H

agiographica, 12 (2005), 79–144.

（
61
）
よ
り
詳
し
く
は
、Isabella Gagliardi,"“M

anipolare” le coscienze 
e persuadere spiritualm

ente. La trattatistica religiosa rivolta 
alle donne", in A. Esposito, F. Franceschi, and G. Piccinni (eds.), 
Violenza alle donne: una prospettiva m

edievale (Bologna: Il 
M

ulino, 2018), pp. 329–54

を
参
照
。
こ
の
問
題
は
、
以
下
の

論
集
に
見
ら
れ
る
近
世
史
の
枠
組
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
規
律
化
論

の
視
点
と
接
続
す
る
。Paolo Prodi (ed.), D

isciplina dell’anim
a, 

disciplina del corpo e disciplina della società tra m
edioevo ed età 

m
oderna (Bologna: Il M

ulino, 1994). 

と
り
わ
け
、
以
下
の
ザ
ッ
リ

論
考
を
参
照
。Gabriella Zarri, "Disciplina regolare e pratica 

di coscienza: le virtù e i com
portam

enti sociali in com
unità 

fem
m

inili (secoli XVI-XVIII)", in Paolo Prodi (ed.), D
isciplina 

dell’anim
a, disciplina del corpo e disciplina della società tra 

m
edioevo ed età m

oderna (Bologna: Il M
ulino, 1994), 257–78. 

英
語
で
は
、Ead., "Gender, religious institutions and social 

discipline: the reform
 of the regulars", in Judith C Brow

n 
and Robert C Davis (eds.), G

ender and society in Renaissance 

Italy (London: Longm
an, 1998), 193–212

が
概
説
的
。

（
62
）
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
は
、
現
ミ
ラ
ー
ノ
大
学
教
授
職
に
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
中

世
宗
教
史
研
究
の
指
導
的
研
究
者
の
ひ
と
り
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
ミ
ラ
ー
ノ
の
「
グ
リ
エ
ル
マ
と
マ
イ
フ
レ
ー
ダ
の
異
端
」
の
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研
究
か
ら
出
発
し
、
そ
の
後
は
異
端
審
問
研
究
、
女
性
異
端
者
研
究
、

ヴ
ァ
ル
ド
派
研
究
な
ど
に
手
を
広
げ
た
。
近
年
に
は
、
文
献
学
・
考

証
学
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
北
イ
タ
リ
ア
圏
の
宗
教
史
・
教
会
史
研

究
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
史
料
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
展
開
す
る
。
主

著
と
し
て
は
、M

arina Benedetti, Io non sono D
io. G

uglielm
a di 

M
ilano e i Figli dello Spirito Santo, 2nd ed. (M

ilano: Biblioteca 
Francescana, 2004); M

arina Benedetti, Inquisitori lom
bardi 

del D
uecento (Rom

a: Edizioni di Storia e Letteratura, 2008); 
Ead., C

ondannate al silenzio: le eretiche m
edievali (M

ilano; 
Udine: M

im
esis, 2017); Ead., Il “santo bottino”: circolazione di 

m
anoscritti valdesi nell’Europa del Seicento (Torino: Claudiana, 

2007) 

な
ど
。
最
新
の
編
著
と
し
て
、Tom

aso Subini and M
arina 

Benedetti (eds.), F
rancesco da A

ssisi: storia, arte e m
ito, 

(Rom
a: Carocci, 2019).

最
新
著Ead., M

edioevo inquisitoriale. 

M
anoscritti, protagonisti, paradossi (Rom

a: Salerno Editrice), 
2021

に
つ
い
て
は
、
以
下
の
書
評
を
参
照
。
白
川
太
郎
「
異
端

審
問
の
中
世
：Benedetti, M

arina, M
edioevo inquisitoriale. 

M
anoscritti, protagonisti, paradossi, Rom

a: Salerno Editrice, 
2021

」、『
エ
ク
フ
ラ
シ
ス
』
第
一
二
号
（
二
〇
二
二
年
）、
掲
載
予
定
。

（
63
）Benedetti, C

ondannate al silenzio.

（
64
）
ヴ
ァ
ル
ド
派
の
通
史
と
し
て
手
頃
な
の
は
、Euan Cam

eron, 
W

aldenses: R
ejections of H

oly C
hurch in M

edieval E
urope 

(O
xford: Blackw

ell, 2001) 

で
あ
ろ
う
。
キ
ャ
メ
ロ
ン
と
ベ
ネ

デ
ッ
テ
ィ
は
、Brill

社
よ
り
刊
行
予
定
のA C

om
panion to the 

W
aldenses in the M

iddle Ages

の
共
編
者
（https://brill.com

/view/

title/55893?language=en. 

最
終
閲
覧
日
：2022/01/06

）。

（
65
）M

arina Benedetti, "La predicazione delle donne valdesi 
m

edievali", in D
inora Corsi (ed.), D

onne cristiane e 

sacerdozio: dalle origini all’età contem
poranea (Rom

a: 
Viella, 2006), 135–58; Ead., D

onne valdesi nel M
edioevo 

(Torino: Claudiana, 2007).

（
66
）
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
の
バ
ル
バ
論
は
、M

arina Benedetti, "“Sobra 
la cura de la salii de las vostras alm

as”. I m
agistri valdesi 

alla fine del Q
uattrocento", in Sofia Boesch Gajano (ed.), 

Storia della direzione spirituale II: L’età m
edievale (Brescia: 

M
orcelliana, 2010), 407–24

を
参
照
。
た
だ
し
、
必
ず
し
も
女
性

に
限
ら
れ
た
分
析
で
は
な
い
。

（
67
）
こ
の
転
化
に
つ
い
て
は
、M

arina Benedetti, "Predicatori 
itineranti e streghe volanti: i valdesi tra A

lpi e 
Borgogna nel X

V secolo", in J.-M
. Cauchies (ed.), L’église 

et la vie religieuse, des pays bourguignons à l’ancien royaum
e 

d’A
rles (X

IVe-X
Ve siècle) (N

euchâtel: Centre européen 
d’études bourguignonnes, 2010), pp. 227–37

を
参
照
。
ア

ル
プ
ス
地
方
の
ヴ
ァ
ル
ド
派
に
つ
い
て
は
、
ベ
ネ
デ
ッ
テ
ィ
に
よ
る

史
料
校
訂
が
あ
る
。M

arina Benedetti, La valle dei Valdesi: i 
processi contro Tom

m
aso G

uiot, sarto di Pragelato (O
ulx, 1495), 

(Spoleto: Fondazione Centro Italiano di Studi sull’A
lto 

M
edioevo, 2013); Ead.,  I m

argini dell’eresia: indagine su un 

processo inquisitoriale (O
ulx, 1492), (Spoleto: Fondazione 

Centro italiano di studi sull’alto M
edioevo, 2014).
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（
68
） 

ア
ポ
ス
ト
リ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
拙
稿
を
参
照
。
白
川
太
郎
「
預
言

者
に
従
う
人
々
：
一
三
〜
一
四
世
紀
転
換
期
エ
ミ
ー
リ
ャ
地
方
に
お
け

る
終
末
待
望
と
ア
ポ
ス
ト
リ
の
変
容
」、
甚
野
尚
志
編
『
疫
病
・
終
末
・

再
生
：
中
近
世
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
学
ぶ
』（
知
泉
書
館
、二
〇
二
一
年
）、

七
一
〜
九
五
頁
；
同
「
ア
ポ
ス
ト
リ
研
究
の
諸
前
提
：
史
料
論
と
研
究

史
」、『
西
洋
史
論
叢
』
第
四
三
号
（
二
〇
二
一
年
）
掲
載
予
定
。

（
69
）
こ
の
事
例
は
、Lorenzo Paolini and Raniero O

rioli (eds.), Acta 
S. O

fficii Bononie ab anno 1291 usque ad annum
 1310, 3 vols. 

(Rom
a: Istituto storico italiano per il M

edio Evo, 1982), doc., 

（
70
）Benedetti, “M

argherita ‘la bella’?”

（
71
）
バ
ッ
チ
は
フ
リ
ブ
ー
ル
大
学
教
授
。
専
門
は
中
世
美
術
史
で
、
ベ
ツ
レ

ヘ
ム
降
誕
教
会
修
復
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
務
め
る
。
主
著
と
し
て
、

M
ichele Bacci, Pro rem

edio anim
ae: im

m
agini sacre e pratiche 

devozionali in Italia centrale (secoli X
III e X

IV
) (Pisa: Gisem

, 
2000)

が
、
近
年
の
英
語
で
の
著
作
と
し
て
、Id., The M

any Faces 

of C
hrist: Portraying the H

oly in the East and W
est, 300 to 1300 

(London: Reaktion, 2014); Id., The M
ystic C

ave: A H
istory of 

the N
ativity C

hurch in Bethlehem
 (Brno: M

asaryk University, 
2017) 

が
あ
る
。
最
後
の
も
の
は
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
で
の
作
業
を
踏
ま
え

た
内
容
。
日
本
語
で
は
以
下
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
原
稿
が
読
め
る
。

ミ
ケ
ー
レ
・
バ
ッ
チ
（
藤
崎
衛
訳
）「
中
世
後
期
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る

聖
な
る
語
り
、
聖
な
る
モ
ノ
と
幻
視
体
験
」、『
死
生
学
研
究
』
第
一
六

巻
（
二
〇
一
一
年
）、
二
〇
一
〜
二
一
五
頁
。

（
72
）
と
り
わ
け
、
キ
ア
ラ
・
フ
ル
ゴ
ー
ニ
の
一
連
の
業
績
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
の
聖
痕
に
関
す
る
大
著Chiara Frugoni, 

Francesco e l’invenzione delle stim
m

ate: una storia per parole e 

im
m

agini fino a Bonaventura e G
iotto (Torino: Einaudi, 2010)

に
加
え
、
以
下
の
論
考
を
参
照
。Ead., "Le m

istiche, le visioni 
e l’iconografia: Rapporti ed influssi", Tem

i e problem
i nella 

m
istica fem

m
inile trecentesca: Atti di convegni del centro di 

studi sulla spiritualità m
edievale: Todi, 14-17 O

ttobre, 1979 
(Todi: Accadem

ia tudertina, 1983), 137–79; Ead., "Su un 
“im

m
aginario” possibile di M

argherita da Città di Castello", 
Il m

ovim
ento religioso fem

m
inile in U

m
bria nei secoli X

III-

X
IV: Atti del convegno internazionale di studio nell’am

bito 
delle celebrazioni per l’VIII centenario della nascita di S. 
Francesco d’Assisi: Città di Castello, 27-28-29 ottobre 1982 
(Firenze: La Nuova Italia, 1984), 203–16; Ead., "“Dom

ine, in 
conspectu tuo om

ne desiderium
 m

eum
”: visioni e im

m
agini 

in Chiara da M
ontefalco", Santa C

hiara da M
ontefalco e il 

suo tem
po: Atti del 4. Convegno di studi storici ecclesiastici 

organizzato dall’Archidiocesi di Spoleto: Spoleto, 28-30 
dicem

bre 1981 (Firenze: La Nuova Italia, 1985), 155–80. 

フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
と
図
像
の
関
係
で
は
、Le im

m
agini del 

francescanesim
o: atti del X

X
X

VI Convegno internazionale, 
Assisi, 9-11 ottobre 2008 (Spoleto: Fondazione Centro 
italiano di studi sull’alto M

edioevo, 2009).

（
73
）
本
書p. 163.

（
74
）
本
書p. 165.

（
75
）Bacci, The M

ystic C
ave, 232-236.
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（
76
）
デ
ィ
＝
メ
ッ
リ
ョ
は
ナ
ー
ポ
リ
大
学
准
教
授
。
ナ
ー
ポ
リ
の
宗
教
社

会
史
を
専
門
と
す
る
中
堅
で
、
南
イ
タ
リ
ア
の
現
役
世
代
で
は
指
導

的
立
場
に
あ
る
一
人
。
主
著
と
し
てRosalba Di M

eglio, O
rdini 

m
endicanti, m

onarchia e dinam
iche politico-sociali nella N

apoli 

dei secoli XIII-X
V (Raleigh: Aonia, 2013)

、
師
ヴ
ィ
ト
ロ
と
の
共

著Giovanni Vitolo and Rosalba Di M
eglio, N

apoli angioino-

aragonese: confraternite ospedali dinam
iche politico-sociali 

(Salerno: Carlone, 2003) 

が
あ
る
。

（
77
）
イ
タ
リ
ア
半
島
南
部
の
宗
教
史
に
つ
い
て
は
、
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ヴ
ィ

ト
ロ
と
フ
ー
ベ
ル
ト
・
フ
ー
ベ
ン
の
業
績
が
基
本
的
な
出
発
点
で
あ
る
。

Giovanni Vitolo, "O
rdini m

endicanti e dinam
iche politico-

sociali nel M
ezzogiorno angioino-aragonese", R

assegna 

storica salernitana, 15 (1998), 67–101; Id., "Episcopato, 
società e O

rdini m
endicanti in Italia m

eridionale", D
al pulpito 

alla cattedra, i vescovi degli ordini m
endicanti nel ’200 et nel 

prim
o ’300: atti del X

X
VII Convegno internazionale, Assisi, 

14-16 ottobre 1999 (Spoleto: Fondazione Centro italiano 
di studi sull’Alto M

edioevo, 2000), 169–200; Id., "O
rdini 

m
endicanti e dinam

iche politico-sociali nel M
ezzogiorno 

angioino-aragonese", in Giorgio Chittolini and Kaspar Elm
 

(eds.), O
rdini religiosi e società politica in Italia e G

erm
ania 

nei secoli X
IV e X

V (Bologna: Il M
ulino, 2001), 115–49; Id., 

"Erem
iti, m

onaci e città nell’esperienza religiosa dell’Italia 
m

edievale", Q
uellen und F

orschungen aus italienischen 

Archiven und Bibliotheken, 95 (2015), 3–42; H
ubert H

ouben, 

M
edioevo m

onastico m
eridionale (Napoli: Liguori, 1987); Id., 

"M
onachesim

o e città nel m
ezzogiorno norm

anno-svevo", in 
Francesco G. B Trolese (ed.), Il m

onachesim
o italiano nell’età 

com
unale: atti del 4. Convegno di studi storici sull’Italia 

benedettina: Abbazia di S. Giacom
o M

aggiore, Pontida 
(Bergam

o), 3-6 settem
bre 1995 (Cesena: Badia di Santa 

M
aria del M

onte, 1998), 643–63. 

宗
教
史
研
究
者
に
よ
る
イ
タ

ロ=

グ
レ
コ
文
化
の
概
説
と
し
て
、Annick Peters-Custot, Les 

G
recs de l’Italie m

èridionale post-byzantine (IXe-X
IVe siècle): 

une acculturation en douceur (Rom
a: École française de Rom

e, 
2009)

が
あ
る
。

（
78
）
両
者
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
を
参
照
。C. M

ercuro, "Una 
leggenda m

edioevale di San Guglielm
o da Vercelli", Rivista 

Storica B
enedettina, 2 (1907), 74–100, 345–70; Franco 

D
ell’Aquila, "Tre Santi erem

iti in Puglia: s. Guglielm
o 

da Vercelli, s. Corrado Bavaro, s. Giovanni da M
atera", 

L’erem
etism

o in P
uglia. Seconda giornata di studio sul 

m
onachesim

o in Puglia. Laterza, 9 giugno, 1974 (Bari: 
Editoriale Adda, 1975), 69–78; Antonio Vuolo, "M

onachesim
o 

riform
ato e predicazione: la Vita di san Giovanni da M

atera 
(sec. XII)", Studi m

edievali, 27 (1986), 69–121.
（
79
）
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ニ
は
シ
エ
ー
ナ
大
学
准
教
授
（
ベ
ル
ガ
モ
大
学
の
マ

ル
コ
・
ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ニ
、
マ
チ
ェ
ラ
ー
タ
大
学
の
レ
テ
ィ
ツ
ィ
ア
・

ペ
ッ
レ
グ
リ
ー
ニ
と
の
混
同
に
注
意
）。
一
貫
し
て
都
市
シ
エ
ー
ナ
の

宗
教
社
会
史
を
専
門
と
す
る
。
主
著
と
し
て
、M

ichele Pellegrini, 
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C
hiesa e città: uom

ini, com
unità e istituzioni nella società senese 

del XII e XIII secolo (Rom
a: H

erder, 2004)

を
参
照
。

（
80
）
都
市
シ
エ
ー
ナ
の
宗
教
史
に
つ
い
て
は
、Ibid.; Anna Benvenuti 

Papi and Pierantonio Piatti (eds.), B
eata civitas: pubblica 

pietà e devozioni private nella Siena del ’300 (Firenze: Sism
el, 

Edizioni del Galluzzo, 2016) 

が
基
本
的
。

（
81
）
都
市
と
い
う
枠
組
で
の
宗
教
史
と
し
て
、
以
下
が
あ
る
。Robert 

Brentano, Tw
o C

hurches: England and Italy in the Thirteenth 

C
entury, (Princeton, N.J.: Princeton University Press, 1968); 

Thom
pson, C

ities of G
od; Isa Lori Sanfilippo and Roberto 

Lam
bertini (eds.), F

rancescani e politica nelle autonom
ie 

cittadine dell’Italia basso m
edioevale: atti del Convegno di 

studio svoltosi in occasione della 26. edizione del Prem
io 

internazionale Ascoli Piceno: Ascoli Piceno, Palazzo dei 
Capitani, 27-29 novem

bre 2014 (Rom
a: Istituto storico 

italiano per il M
edio Evo, 2017). 

研
究
動
向
は
、David S. 

Peterson, "O
ut of the M

argins: Religion and the Church in 
Renaissance Italy", Renaissance Q

uarterly, 53:3 (2000), 835–
79.

（
82
）
両
者
の
詳
細
は
、Pellegrini, C

hiesa e città, 159-163, 355-356, 
373-374, 392-393

な
ど
を
参
照
。

（
83
）
グ
ア
ル
テ
ィ
エ
ー
リ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
大
学
に
所
属
す
る
ピ
ス
ト
イ

ア
の
都
市
史
研
究
者
。
主
著
と
し
て
、Piero Gualtieri, La Pistoia 

com
unale nel contesto toscano ed europeo (secoli X

III-X
IV

) 
(Pistoia: Società Pistoiese di storia patria, 2008) 

が
あ
る
（
筆

者
未
見
）。

（
84
）
本
書p. 240-241.

（
85
）
エ
ス
ポ
ー
ジ
ト
は
、
ロ
ー
マ
大
学
サ
ピ
エ
ン
ツ
ァ
の
元
准
教
授
。
都
市

ロ
ー
マ
の
宗
教
史
、
と
り
わ
け
女
性
の
慈
善
活
動
と
ヘ
ブ
ラ
イ
人
問

題
を
専
門
と
す
る
。
著
作
よ
り
も
実
証
的
な
論
考
を
多
く
執
筆
し
て

お
り
、
以
下
が
代
表
的
。Anna Esposito, "Gli ebrei a Rom

a tra 
Q

uattro e Cinquecento", Q
uaderni storici, 18 (1983), 815–46; 

Ead., "St. Francesca and the fem
ale religious com

m
unities 

of fifteenth-century Rom
e", in Daniel Bornstein and Roberto 

Rusconi (eds.), W
om

en and Religion in M
edieval and Renaissance 

Italy (Chicago: University of Chicago Press, 1996), 197–218; 
Ead., "Gli ospedali rom

ani tra iniziative laicali e politica 
pontificia (secc. XIII-XV)", O

spedali e città: l’Italia del C
entro-

N
ord, X

III-X
V

I secolo: atti del convegno internazionale di 
studio tenuto dall’Istituto degli Innocenti e Villa i Tatti (the 
H

arvard University Center for Italian Renaissance Studies): 
Firenze 27-28 aprile 1995 (Firenze: Le Lettere, 1997), 
255–72; Ead., "M

en and w
om

en in Rom
an confraternities 

in the fifteenth and sixteenth centuries: roles, functions, 
expectations", in Nicholas Terpstra (ed.), The Politics of Ritual 
K

inship: C
onfraternities and Social O

rder in E
arly M

odern 
Italy (Cam

bridge: Cam
bridge U

niversity Press, 2000), 
82–97; Ead., "Il m

ondo della religiosità fem
m

inile rom
ana", 

Archivio della Società Rom
ana di storia patria, 132 (2009), 

149–73; Ead., "D
onne e fam

a tra norm
ativa statutaria e 
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realtà sociale", in Isa Lori Sanfilippo and Antonio Rigon 
(eds.), Fam

a e publica vox nel M
edioevo: atti del convegno di 

studio svoltosi in occasione della X
XI edizione del Prem

io 
internazionale Ascoli Piceno ; Ascoli Piceno, Palazzo dei 
Capitani, 3-5 dicem

bre 2009 (Rom
a: Istituto Storico Italiano 

per il M
edioevo, 2011), 85–102; Ead., "L’agire delle donne 

rom
ane nella trasm

issione della m
em

oria", M
élanges de 

l’École française de Rom
e - M

oyen Âge, 127–1, 2015, 9-22.

（
86
）
中
世
の
「
新
し
い
信
仰
」
が
生
み
出
し
た
共
同
体
に
つ
い
て
は
、
古

典
か
つ
基
本
書
と
し
て
、Raffaele Pazzelli and Lino Tem

perini 
(eds.), P

rim
e m

anifestazioni di vita com
unitaria m

aschile e 

fem
m

inile nel m
ovim

ento francescano della penitenza (1215-1447) 

(Rom
a: Com

m
issione storica internazionale T.O.R., 1982) 

を

参
照
。

（
87
）
事
例
と
し
て
引
か
れ
る
ト
ル
＝
デ
＝
ス
ペ
ッ
キ
に
つ
い
て
、
特
に

M
aya M

askarinec, "Nuns as “Sponsae Christi”: The Legal 
Status of the M

edieval O
blates of Tor de’ Specchi", The 

Journal of Ecclesiastical H
istory, 72:2 (2021), 280–99

を
参
照
。

（
88
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Esposito, “Gli ospedali rom

ani tra 
iniziative laicali e politica pontificia (secc. X

III-X
V)”; Ead., 

“M
en and W

om
en in Rom

an Confraternities in the Fifteenth 
and Sixteenth Centuries: Roles, Functions, Expectations”.

（
89
）
ロ
ッ
シ
は
ヴ
ェ
ロ
ー
ナ
大
学
准
教
授
。
司
教
座
研
究
お
よ
び
ヴ
ェ
ネ

ト
地
域
の
信
仰
文
化
（
特
に
レ
プ
ラ
問
題
と
兄
弟
会
）
を
専
門
と

し
て
い
る
。
主
著
お
よ
び
代
表
的
な
論
文
と
し
て
、
以
下
が
あ
る
。

M
aria Clara Rossi, G

li “uom
ini” del vescovo: fam

iliae vescovilii 

a Verona (1259-1350). (Venezia, 2001); M
aria Clara Rossi, 

G
overnare una chiesa: vescovi e clero a Verona nella prim

a 

m
età del Trecento (Som

m
acam

pagna: Cierre, 2004); Ead., "I 
notai di curia e la nascita di una “burocrazia” vescovile: 
il caso veronese", Società e storia, 24 (2002), 1–34; Ead., 
"Gregorio IX, i frati e le Chiese locali", G

regorio IX e gli ordini 

m
endicanti: atti del XXXVIII Convegno internazionale, Assisi, 

7-9 ottobre 2010 (Spoleto: Fondazione Centro italiano di 
studi sull’alto M

edioevo, 2011), 259–92.

（
90
）
中
世
の
遺
言
史
料
に
つ
い
て
は
、Attilio Bartoli Langeli (ed.), 

N
olens intestatus decedere: il testam

ento com
e fonte della storia 

religiosa e sociale: atti dell’incontro di studio, Perugia, 3 
m

aggio 1983 (Perugia: Editrice um
bra cooperativa, 1985) 

収
録
の
諸
論
考
が
基
本
的
。
特
に
女
性
に
つ
い
て
は
、
ロ
ッ
シ
の
編
集

に
な
るM

aria clara Rossi (ed.), M
argini di libertà: testam

enti 
fem

m
inili nel M

edioevo: atti del Convegno internazionale, 
Verona, 23-25 ottobre 2008 (Verona: Cierre, 2010).

（
91
）
も
ち
ろ
ん
、
本
書
に
お
け
る
欠
如
が
イ
タ
リ
ア
史
学
全
体
に
共
有
さ
れ

た
研
究
上
の
空
白
を
示
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
れ
は
別
で
あ
る
。
実

の
と
こ
ろ
、西
方
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
外
部
や
内
部
の「
宗
教
的
」に「
異

質
」
な
要
素
と
関
わ
る
問
題
群
に
つ
い
て
は
研
究
が
比
較
的
手
薄
で
あ

る
よ
う
に
思
う
が
、そ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
る
用
意
は
筆
者
に
は
な
い
。

（
92
）
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
会
の
隠
修
者
的
性
格
に
つ
い
て
は
、Erem

itism
o 

nel francescanesim
o m

edievale: atti del X
V

II convegno 
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internazionale, Assisi, 12-13-14 ottobre 1989, (Perugia: Centro di 
studi francescani, 1991); Grado Giovanni M

erlo, Tra erem
o e 

città: studi su Francesco d’Assisi e sul francescanesim
o m

edievale, 
(Assisi: Ed. Porziuncola, 2007)

を
、
中
世
イ
タ
リ
ア
半
島
の

都
市
社
会
と
修
道
制
に
つ
い
て
は
、
基
本
書
と
し
てFrancesco 

G. B Trolese (ed.), Il m
onachesim

o italiano nell’età com
unale: 

atti del 4. Convegno di studi storici sull’Italia benedettina: 
Abbazia di S. Giacom

o M
aggiore, Pontida (Bergam

o), 3-6 
settem

bre 1995 (Cesena: Badia di Santa M
aria del M

onte, 
1998)

を
、
ケ
ル
ト
ゥ
ジ
ア
会
と
シ
ト
ー
会
に
つ
い
て
は
、Rinaldo 

Com
ba and Grado G M

erlo (eds.), C
ertosini e cistercensi in 

Italia: secoli X
II-X

V (Cuneo: Società per gli studi storici, 
archeologicied artistici della provincia di Cuneo, 2000); 
Paolo Grillo, M

onaci e città: com
uni urbani e abbazie cistercensi 

nell’Italia nord-occidentale (secoli X
II-X

IV) (M
ilano: Edizioni 

Biblioteca Francescana, 2008); Frances Andrew
s and M

aria 
Agata Pincelli (eds.), C

hurchm
en and U

rban G
overnm

ent in Late 

M
edieval Italy, C

. 1200-C
.1450: C

ases and C
ontexts (Cam

bridge: 
Cam

bridge University Press, 2013) 

な
ど
を
参
照
。

（
93
）
と
り
わ
け
、
規
律
化
に
お
け
る
修
道
制
の
役
割
を
強
調
す
る
も
の

と
し
て
、Dilw

yn Knox, "Disciplina. Le origini m
onastiche 

e clericali del buon com
portam

ento nell’Europa cattolica 
del Cinquecento e del prim

o Seicento", in Paolo Prodi (ed.), 
D

isciplina dell’anim
a, disciplina del corpo e disciplina della 

società tra m
edioevo ed età m

oderna (Bologna: Il M
ulino, 

1994), 63–99

を
参
照
。
修
道
制
と
ル
ネ
サ
ン
ス
宮
廷
の
結
び
つ

き
に
つ
い
て
は
、Gabriella Zarri, "Bibbia e m

istica alla corte 
estense: letture esegetiche per Lucrezia Borgia", Le donne 
della Bibbia, la Bibbia delle donne: teatro, letteratura e vita: atti 
del X

V Convegno internazionale di studio, Verona, 16-17 
ottobre 2009 (Fasano: Schena, 2012), 63–92; Ead., Figure di 
donne in età m

oderna: m
odelli e storie (Rom

a: Edizioni di Storia 
e Letteratura, 2017) 

が
興
味
深
い
。

（
94
）Volpe, M

ovim
enti religiosi e sette ereticali nella società m

edievale 

italiana; Raffaello M
orghen, M

edioevo cristiano, 5th ed. (Bari: 
Laterza, 1978); Raoul M

anselli, Il secolo XII: religione popolare 
ed eresia (Rom

a: Jouvence, 1983); Giovanni M
iccoli, "La storia 

religiosa", Storia d’Italia, II (Torino: Einaudi, 1974), 431–1079.

（
95
）
古
典
的
な
イ
タ
リ
ア
宗
教
史
研
究
は
、
そ
れ
ま
で
の
教
会
史
叙
述
が
周

縁
化
し
て
き
た
「
俗
人
・
民
衆
」
の
主
体
性
を
回
復
し
よ
う
と
試
み
る

も
の
で
あ
り
、
対
象
は
異
な
れ
ど
も
女
性
史
研
究
と
同
様
の
志
向
性
を

有
し
て
お
り
、
枠
組
の
転
用
は
容
易
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
イ
タ

リ
ア
の
女
性
史
研
究
全
体
が
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
プ
ロ
ー
チ
的
な
構
築

主
義
よ
り
も
）「
主
体
性
」
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
も
ち
、
さ
ら
に
マ
ル

ク
ス
主
義
的
歴
史
学
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
点
に
関
し

て
は
、
菊
川
「「
性
差
か
ら
歴
史
を
語
る
」
を
参
照
。
こ
の
視
角
か
ら

す
る
と
、
マ
ル
ク
ス
主
義
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
代
表
的
著
作
で
あ
る
シ
ル

ヴ
ィ
ア
・
フ
ェ
デ
リ
ー
チ
（
小
田
原
琳
・
後
藤
あ
ゆ
み
訳
）『
キ
ャ
リ

バ
ン
と
魔
女
』（
以
文
社
、
二
〇
一
七
年
）
が
明
示
的
に
ヴ
ォ
ル
ペ
の

枠
組
を
踏
襲
し
、
ま
さ
し
く
「
宗
教
運
動
」
論
の
換
骨
奪
胎
を
提
示
し
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て
い
る
の
は
、
史
学
史
上
興
味
深
い
。

（
96
）
よ
り
正
確
に
は
、
多
く
の
新
世
代
の
研
究
者
た
ち
は
、
古
典
学
説
が
措

定
し
た
二
項
対
立
的
構
造
の
実
体
化
を
、
ト
レ
ン
ト
公
会
議
な
ど
近
世

へ
と
先
延
ば
し
に
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ガ
ッ
ツ
ィ
ー

ニ
や
ガ
リ
ャ
ル
デ
ィ
も
理
念
的
な
次
元
で
は
分
析
枠
を
継
承
し
て
い
る

と
い
え
る
も
の
の
、
そ
の
現
実
へ
の
適
用
に
お
い
て
は
慎
重
か
つ
柔
軟

な
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
バ
ル
ト
ロ
メ
イ
・
ロ
マ
ニ
ョ
ー
リ
と
ベ
ネ
デ
ッ

テ
ィ
に
触
れ
る
箇
所
で
も
論
じ
る
よ
う
に
、こ
の
時
間
軸
の
長
期
化（
及

び
、
そ
れ
に
伴
う
視
野
の
地
域
的
拡
大
）
は
、
近
年
の
イ
タ
リ
ア
中
世

宗
教
史
研
究
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
注
九
八
・
百
を
あ
わ
せ
て
参
照
。

（
97
）
か
つ
て
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ミ
ッ
コ
リ
は
、
そ
の
教
会
と
市
民
社
会
の
改

革
に
対
す
る
志
ゆ
え
に
、
社
会
全
体
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
変
革
と

い
う
性
格
の
薄
れ
た
後
期
中
世
の
信
仰
を
低
く
評
価
し
た
。
彼
の
研

究
は
、
こ
の
明
確
な
基
準
ゆ
え
に
現
在
で
も
精
読
に
値
す
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
に
代
わ
る
歴
史
像
の
構
築
こ
そ
が
我
々
の
任
務
で
あ
ろ
う
。

以
下
を
合
わ
せ
て
参
照
の
こ
と
。Giovanni M

iccoli, "Sul ruolo 
civile dello studio della storia", in Guido Corni (ed.), I m

uri 

della storia: Storici e storiografia dalle dittature alle dem
ocrazie, 

1945-1990 (Trieste: LIN
T, 1996), 13–22; Giuseppe Battelli and 

Daniele M
enozzi (eds.), U

na storiografia inattuale?: G
iovanni 

M
iccoli e la funzione civile della ricerca storica (Rom

a: Viella, 
2005).

（
98
）
近
年
の
中
世
宗
教
史
研
究
の
傾
向
に
つ
い
て
、Isabella Gagliardi, 

"Santi, culti e santuari", Q
uaderni di storia religiosa m

edievale, 
22:2 (2019), 29–51; Pellegrini, “Religione dom

estica, 

religione in com
unità”.

（
99
）
菊
川
が
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
の
女
性
史
研
究
は
性
差
の

構
築
以
上
に
「
女
性
固
有
」
の
自
立
し
た
経
験
に
関
心
を
抱
い
て
き
た
。

本
書
寄
稿
者
に
構
築
主
義
的
視
点
が
欠
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
し

ば
し
ば
聖
職
者
や
女
性
に
よ
る
表
象
戦
略
が
語
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
の
「
主
体
性
」
へ
の
意
志
と
本
質
主
義
的
な
「
女
性
の
信
仰
生

活
」
理
解
は
顕
著
で
あ
る
。
菊
川
「
性
差
か
ら
歴
史
を
語
る
」
三
二
八

〜
三
三
二
頁
。
な
お
、
キ
リ
ス
ト
教
史
叙
述
に
お
け
る
二
元
論
的
歴
史

観
の
起
源
が
近
代
歴
史
学
を
超
え
て
遡
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
疑

義
は
あ
り
う
る
。
筆
者
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア

ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
試
み
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
100
）
古
典
学
説
と
一
九
七
〜
八
〇
年
代
の
研
究
の
総
合
と
し
て
、André 

Vauchez (ed.), Storia dell’Italia religiosa I: L’A
ntichità e il 

M
edioevo, (Bari: Laterza, 1993) 

を
参
照
。
研
究
史
上
の
画
期

と
し
て
は
、Antonio Rigon, "Frati M

inori e società locali", 
Francesco d’Assisi e il prim

o secolo di storia francescana (Torino: 
Einaudi, 1997), 259–81; Gazzini, C

onfraternite e società 

cittadina nel m
edioevo italiano

な
ど
。
研
究
史
は
、
前
掲
拙
稿
「
イ

タ
リ
ア
中
世
宗
教
史
研
究
の
基
本
的
枠
組; M

ichele Pellegrini, 
"Religione dom

estica, religione in com
unità. I laici nella 

storiografia religiosa sul m
edioevo italiano: note di lettura", 

Q
uaderni di storia religiosa m

edievale, 22:2 (2019), 451–75. 

な
お
、
一
三
〜
一
四
世
紀
を
挟
む
断
絶
と
連
続
性
と
い
う
問
題
意
識

は
、
都
市
史
な
ど
イ
タ
リ
ア
中
世
史
研
究
全
体
に
共
有
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
コ
ム
ー
ネ
の
変
容
を
め
ぐ
る
動
向
と
し
て
、
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Giorgio Chittolini, "«Crisi» e «lunga durata» delle istituzioni 
com

unali in alcuni dibattiti recenti", in Lacchè Luigi, Latini 
Carlotta and M

archetti Paolo (eds.), P enale, giustizia, potere: 
m

etodi, ricerche, storiografie: per ricordare M
ario Sbriccoli 

(M
acerata: Eum

 edizioni università di m
acerata, 2007), 

125–54

を
参
照
。

（
101
）
筆
者
に
よ
る
こ
れ
ま
で
取
り
組
み
と
し
て
、
な
お
途
上
の
試
み
で
は
あ

る
が
、
以
下
の
前
掲
拙
稿
を
参
照
。
い
ず
れ
も
女
性
の
預
言
者
を
中
心

と
す
る
人
的
結
合
と
実
践
を
論
じ
る
。
白
川
太
郎
「
グ
リ
エ
ル
マ
と
マ

イ
フ
レ
ー
ダ
の
異
端
」; 

同
「
故
郷
に
お
け
る
預
言
者
」。

（
102
）
一
九
八
〇
年
代
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
「
俗
人
・
民
衆
」
か
ら
「
女
性
」

へ
の
主
語
の
入
れ
替
え
は
、二
〇
世
紀
初
頭
に
形
成
さ
れ
た
枠
組
が「
生

き
延
び
る
」
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
、と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
古
典
的
枠
組
の
中
心
で
あ
っ
た
「
異
端
者
」
や
「
神
秘

体
験
者
」
な
ど
の
主
題
の
再
考
こ
そ
が
、
そ
の
真
の
克
服
と
継
承
の
た

め
に
不
可
欠
な
作
業
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
作
業

を
通
じ
て
、
多
様
性
と
流
動
性
が
強
調
さ
れ
て
明
確
な
輪
郭
の
描
き
づ

ら
い
近
年
の
研
究
か
ら
、
ま
た
新
た
な
枠
組
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
103
）
本
書
の
価
値
を
大
い
に
高
め
て
い
る
の
は
、
各
寄
稿
者
に
よ
る
充
実
し

た
文
献
注
で
あ
る
。
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
テ
ィ
は
、
解
説
付
き
の
文
献
目
録

を
付
し
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
池
上
俊
一
の
大
著
は
、
そ
の
注
の
貧

弱
さ
と
拙
さ
に
よ
っ
て
、
学
術
的
価
値
や
検
証
可
能
性
を
大
き
く
損

な
っ
て
い
る
。二
〇
二
〇
年
に
出
た『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
の
想
像
界
』（
名

古
屋
大
学
出
版
会
）
も
同
様
で
あ
る
。
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は
日
本
学
術
振
興
会
科
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費
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事
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成
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の
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で
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。


